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は じ め に

轟

昨年度か らこの要覧は,若 干内容を改訂した。その趣旨は,一 般的な研究所の紹介

を目的 とした簡単なパンフレット「東京国立文化財研究所概要」が別途作製されること

になったのを機に,こ の要覧の方は,む しろその年度における調査研究や諸事業をな

るべく詳しく報告するとともに,研 究施設,設 備の状況をも紹介して,各 方面の研究

者の参考に供しようとすることにあった。今年度の要覧も,こ の線にそって編集され

ている。

本年度の研究活動をふりかえってみると,二 つの点が特に想い 出 され る。ひとつ

は,今 年度 より文部省科学研究費 「特定研究」に「古文化財に関す る保存科学 と人文 ・

自然科学」とい う領域が定められ,3力 年計画で研究が開始されたことである。この

研究には当研究所からも多数の研究員が参加 している。特定研究は,文 部省が特に重

視 している大型プロジェクト研究であって,こ れに文化財に関する研究が課題として

とり上げられたことは,そ の重要性 が認識されたあらわれであ り,ま ことに喜ばし

い。今後の成果が期待される。

第2に は,当 研究所 が毎年行っている「文化財の保存及び修復に関する国際研究集

会」が,従 来とは若干様相を異にし,芸 能部の担当によって,「 伝統芸能の保存と発

展」をテーマとして開催されたことである。多様な領域を内包する文化財の研究が,

それぞれに国際的視野に立って推進されるのは,き わめて望ましいことであ り,今 回

の研究集会は,そ の第一歩として意義がある。

● 東京国立文化財研究所長

伊 藤 延 男
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1沿 革

1設 立の経緯

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足したのであるが,そ の前身であり母体となった

ものは,昭 和5年 に創設された帝国美術院附属美術研究所である。

この美術研究所は,大 正13年7月,故 帝国美術院長子爵黒田清輝の遺言により美術

奨励事業のために出桐した資金で遺言執行人が選択決定 した事業である。すなわち遺

言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志にしたがってこの資金で行 うぺき事業の

選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野伯爵は帝国美術院長福原錬二郎及び東京美術学

校長正木正彦とはかって諸方面の意見を徴し,ま た我が国美術上の必要に照 らして次

の事業を行 うこととした。

〔1}美 術に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設けること。

② 黒田子爵の作品を陳列 して同子爵の功績を記念すること。

(3)前 二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立のうえは一切これを政府に寄附すること。

2年 表

●

亀

昭和元年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設置され,東 京美術学校長正木

直彦が委員長に就任しi美 術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田

子爵作品陳列について東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・

同藤島武二及び大給近清,建 築造営について東京美術学校教授岡田信一郎,会 計事

務について遺言執行人打田伝吉を各委員として事務を分掌進行させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を開始した。

同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋コンクリート造,半 地階2階 建,延 面積

1,192㎡ の建物1棟 を起工した(本 館)。

同3年9月 前記の建物が竣工したので,美 術研究所開設のため必要な備品・図

書 ・写真等の研究資料を設備し,また館内に黒田子爵記念室を設け,同 子爵の作品

一1一



沿 革

を陳列した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に

金15万 円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

同5年8月28日 勅令第125号 に より帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せられた。

同 年10月17日 美術研究所開所式を挙行 した。

同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌 として,定 期刊行物「美術研究」を

創刊した。

同 年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年か ら向 う

5ケ 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄附 したい との申出があ っ

た。

同 年5月26日 帝国美術院はこの申出を受理 した。

明治大正美術史編纂委員会規程を設け,美 術研究所は明治大正美術史の編纂に関す

る事務を行 うことになった。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所記念 日と定めた。

同10年1月28日 鉄筋コンクリー ト造,2階 建,延 面積129m2の 書庫が竣工した。

同 年4月 「日本美術年鑑」の編纂事務を開始 した。

同 年6月1日 勅令第148号 に より美術研究所官制が公布された。

研究資料閲覧規程を制定 し,閲 覧事務を開始した。

同12年6月24日 勅令第281号 に より美術研究所官制中改正の件が公布され,従 来,

帝国奨術院に附置されていたのを文部大臣の直轄に改められた。

同 年11月29日 美 術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定された。

同13年2月12日 木造,平 屋建,延 面積97㎡ の写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒田清輝の作品i並 びに写真原版を東京都西多摩郡小宮村谷間家倉

庫に疎開 した。

同20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎開した。

同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎開した図書資料を爆撃の危険を避けるため,

さ らに酒田市外牧曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之

一2一
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沿 革

丞家倉庫にそれぞれ分散疎開 した。

同21年3月29日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着 し引揚げを完了した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡・J・宮村谷間家倉庫に疎開中であった黒田清輝作品並

びに写真原版の引揚げを完了した。

同22年5月3日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定された。美術研

究所は同館の附属美術研究所となった。

国立博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置いた。これが保存科学

部の前身である。昭和23年 度より専任の職員を配置し,研 究を開始 した。研究室は

国立博物館本館地下の修理室の一室(66㎡)に 設けた。

同24年4月 本年度から科学研究費により光学的方法による美術品の鑑識に関す

る研究が開始された。

同25年8月29日 文化財保護法の制定に伴い,美 術研究所は文化財保護委員会の附属

機関となった。

昭25年9月15日 文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立博

物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換えとなった。

同26年1月31日 美術研究所組織規程(昭 和26年 文化財保護委員会規則第5号)が 定め

られ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭 和25年8月29日 か

ら適用)

同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年 文化財保護委員会規則第4号)

が定められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究所

組織規程が廃止された。

また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室 も廃止された。

同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学

から借用し,研 究を開始 した。

同28年4月26日 保存科学部研究室として,東 京国立博物館構内の倉庫132mzを 改造

のうえ,移 転 した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和29年 文化財保護

委員会規則第1号),東 京国立文化財研究所となった。

-3一



沿 革

同32年3月28日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8m2の

保存科学部の薬品庫が竣工 した。

同 年11月30日 従来の2階 建書庫のうえに更に1階 を増築3階 建とし,増 築分延面

積71m2が 竣工 した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規程(文 化財保護委員会告示第14号)が 定

められ,こ の年度から受託研究が開始された。

同36年9月16日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和36年 文化財

保護委員会規則第1号),従 来の庶務室は庶務課となった。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存科学部庁舎(保 存科学部実験室)と して,

鉄筋 コンクリー ト造2階 建延面積663m2の 建物1棟 が竣工 した。

同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和37年 文化財

保護委員会規則第1号),新 たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた。

同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣工に伴い,旧 保存科学部庁舎

に移転した。

同43年6月15日 文 部省設置法の一部が改正され(昭 和43年 法律第99号),本 研究所は

文化庁附属機関となった。

同44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接して新営される別館庁舎(延1,950.41m2)の 起

工式が行われた。

同45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式が行われた。

同45年4月22日 芸能部は,別 館3階 に移転した。

同45年5月8日 保存科学部は,別 館の地階～2階 に実験用機械類の移転据付を終っ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事に着手 し,同 年10月15日 工事が

終了した。

同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館から保存科学部庁 舎の1階 に移転 した。

(本館は,美 術部庁舎 となる。)し たがって研究所 の所在 地表示は「12番53号 」を

「13番27号」に変更された。

同46年4月1日 保存科学部庁舎及び別館の敷地2,658m2を 東京国立博物館から所管

換された。

-4一
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情報資料部の新設により5部1課 とな り,情 報資料部に文献資料研究室及び写真資

料研究室が置かれ,美 術部資料室は廃止された。

同53年3月20日 本館構内の写場等(木 造平家建延面積144㎡)を 取 りこわ し,情 報資

料部研究棟 として,鉄 筋 コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡ の

建物が竣工 した。
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皿 機構 と職員

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を行

うことを目的として設立された文化庁の附属機関である。その機構等は次のとおりで

ある。

1機

所長一

構

羅 鑑繍 佐一[辮

辮L遷 講霧
一 芸 能 部

部 長 一一・

一演劇研究室

一音楽舞踊

研究室
一民俗芸能

研究室
一 主任研究官

一保存科学部

部長⊥ ニ

ー修復技術部

部長

一情報資料部

部長

一化学研究室

一物理研究室

一生物研究室

主任研究官
一第 一修 復

技術研究室
一第 二修 復

技術研究室
一第三 修 復

技術研究室
一文献資料

研究室
一写真資料

研究室

主任研究官

(庶 務 課)

職員の人事に関する事務 ・職員の福利

厚生に関する事務・公文書類の接受・

公印の管守及び庶務に関すること,経

費及び収入の予算・決算その他会計に

関する事務 ・行政財産及び物品の管理

に関する事務・庁内の取締 り

(美 術 部)
わが国の美術及び西洋美術 ・東洋美術
に関する調査研究及びその結果の公

表 ・黒田記念室に関する事務

(芸 能 部)

演劇 ・音楽 ・舞踊 ・民俗芸能及びその

保存に関する調査研究並びにその結果

の公表

(保存科学部)

文化財及びその保存に関する化学的・

物理学的・生物学的調査研究並びにそ
の結果の公表

(修復技術部)

文化財の修復に関する科学的 ・技術的

調査研究及びその結果の公表

(情報資料部)

文化財の研究に関する資料の作成 ・収

集 ・整理 ・保管 ・公表 ・閲覧及び調査

研究

‐s‐

i

亀
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1

機構と職員

●

2職 員

(昭和56年3月30日 現在)
」

所 刷 職 名1氏 矧

所 長 所 長 伊 藤 延 男 (日本建築史)

庶 務 課 課 長 守 谷 安 知

課 長 補 佐 西 山 博

庶 務 係 係 長 出 口 小太郎

係 員 松 本 多賀子

　

　

　

史

史

　

　

佐

画

画

佐

　

補

　

絵

絵

補

史

集

史

代

代

集

　

画

　

　

　

　

編

画

近

近

編

　

史

絵

史

史

史

史

　

・
絵

…

〃

　

　

　

　

学

能

能

能

　

能

楽

画

世

道

画

刻

芸

術

理

代

世

世

理

絵

中

書

絵

彫

工

技

整

近

近

近

整

芸

芸

芸

学

芸

音

俗

院

世

楽

世

族

国

本

漢

教

本

織

演

料

本

本

本

料

中

日

和

仏

日

染

装

資

日

日

日

資

民

寺

中

音

中

民

v

u

u

u

u

　
i
u

　

v

u

u

　

v

u

u

u

v

v

v

男

知

博

郎

子

子

澄

難

朗

義

聾

雄

淫

男

子
孝

子

子
彦

枝
代

郎

夫
野

子

雄
子

雍

郎

聾

子

吾

寓

宏

小

多

節

真

喜

喜

忠

久

一

次

悦

和

栄

勝

邦

千

鉄

英

由

純

治

道

藤

谷

山

口

本

村

崎

木

林

藤

岡

川

成

上

村

沢

川

実

田

橋

里

輪

西

西

隅

藤

本

木

道

本

伊

守

西

出

松

中

宮

小

平

斉

花

吉

高

川

宮

田

柳

猪

田

増

高

関

陰

三

中

大

三

佐

松

柿

横

山

務 補 佐
〃

員

長

任

員

員

長

畏

官

佐

佐

佐

究

〃
補

補

補

研

〃

能

務

能

任

技

係

主

事

技

部

室

主

係

部

室究

計

術

噸

会

第

美

く

〃

第二研究室

芸 能 部

演劇 研究室

音楽舞踊研究室

研

//

究 員

事務補佐員(非)

室 長

主 任 研 究 官

研 究 員

事務補佐員(非)
〃

部 長

室 長

調査研究員(非)

室 長

研 究 員(併)

調査研究員(非)

 

9

一?一



機構と職員

所 属陣 名[氏 名i

民俗芸能研究
室

保 存 科 学 部

化学研究室

物理研 究室

生物研究室

修 復 技 術 部

第一修復技術
研究室

第二修復技術
研究室

第三修復技術
研究室

情 報 資 料 部

文献資料研究室

写真資料研究室

室 長

研 究 員

調査研究員(非)

事務補佐員(非)

部 長

室 長

主 任 研 究 官

室 長

主 任 研 究 官

研 究 員

技術補佐員(非)

室 長
'調査研究員(非)

部 長

室 長

専 門 職 員

研 究 員

室 長

室 長

研 究 員

技術補佐員(非)

部 長

室 長

主 任 研 究 官

研 究 員

事務補佐員(非)

室 長

研 究 員

専 門 職 員
〃

〃

事務補佐員(非)

駆

子

郎

子

理

夫

夫

子

郎

俊

威

夫

郎

助

克

曙

輝

良

二

喜

郎

茂

幸

有

義

久

武

敏

陸

定

英

八

三

寿

忠

武

田

村

井

田

本

渕

倉

城

川

浦

沢

井

辺

里

木

浦

田

羽

中

仲

太

江

馬

門

見

石

三

富

新

森

田

中

茂

西

鶴

治

夫

人

健

キ

綬

夫

子

之

之

次

正

良

子

清

繁

正

ア

迫

玲

正

廣

弘

和

昌

与

口

木

浦

野

野

上

倉

内

口

木

本

川

保

中

之

久

樋

青

三

久

上

江

米

竹

関

鈴

橋

市

野

田

(日本演劇)

(民俗芸能)

(芸能史)

(資料整理)

(分析化学)

(同位体化学)

(大気汚染)

(塗料化学)

(照明・ラジオグラフィー)'

(微気象)

(分析化学)

(微生物学)

(応用昆虫学)

(美術史学)

(漆芸技術)

(彩色保存技術)

(木材材質改良学)

(中国絵画史)

(高分子化学)

(考古学)

(考古遺物保存技術)

(東洋彫刻史)

(東洋古代絵画史)

(日本古代絵画史・文様史)

(日本中世絵画史)

(図書 ・文献資料整理)

(日本仏教絵画史)

(日本近世絵画史)

(美術写真)

(〃)

(〃)

(写真資料整理)
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機構と職員

昭和55年度における転退職者

庶 務 課

〃

美 術 部

芸 能 部

係 員

事務補佐員(非)

〃(非)

調査研究員(非)

正 藤 隆 生

築 田 昌 子

中 西 由美子

山 本 宏 子

49.8.1^-56.2.15

54.4.1^-55.3.31

51.1.19^56.3.31

51.4,'1～56.3.31

へ

職

職

職

学大京
出
東
転

退

退

退

の

●
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一

皿 調 査 研 究

1所 長

(1)日 本建築史の研究

従来よりの継続として行ってきているもので,本 年度は引続き奈良平安時代に重点

を置いた。

(2)日 本建築構造技法の研究

科学研究費 特定研究「古文化財」の第2期 の第1年 度として,「文化財建造物の構

造力学的研究」の総括責任者となった。研究班は,伊 藤のほか東京大学教授杉山英男

氏,同 助手安藤直人氏,東 文研西浦忠輝氏で編成し,文化庁建造物課主任文化財調査

官,工 藤圭章氏,同 伊原恵司氏,奈 文研平城部長岡田英男氏,同 建造物室長吉田靖氏

にも協力を願っている。

本年度は,各 種民家軸組モデルの耐力測定を行うとともに,民 家の壁配置の史的調

査,荷 重計算等を行った。

(3)文 化財保護制度史研究

従来よりの継統として史料整理を行った。

(4)木 材年輪年代学の基礎研究

本年度は日光地方のスギの年輪8個体を採集し,奈 文研光谷拓実氏を招へい研究員

に迎えて共同してその測定に当った。

2美 術 部
喝

(1)概 要

美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれらに関連のある西洋美

術についての基礎的調査と専門的研究を行っている。美術部は現在2室 に分かれ,古

美術関係は第一研究室,近 代 ・現代 ・西洋美術については第二研究室が担当する。

調査研究は,美 術部所属研究員の専門領域を中心として実証的に進め られている

一10一
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■

美 術 部

が,学 界現下の動向を把握するとともに将来の趨勢を洞察し,方 法においても成果に

おいても,基 礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く学界に寄与すべ く努めている。そのた

め重要なる問題に関しては共同研究を行い,ま た当部独 自の光学的研究法を活用し,

すでに多 くの成果を収めた。1昨 年度より4力 年計画で情報資料部と共同の特別研究

「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」を行い,こ れに関する資料収集を推進 している。

これ らの業績は当所の機関誌「美術研究」(昭和7年 創刊)に発表 し,大 部の成果は随

時単行の研究報告書として刊行している。またわが国美術界の全般にわたる動向を調

査 し,客 観的資料の提供を主眼とした「日本美術年鑑」を編纂刊行 している。

以上のほか,調 査研究成果の一部を広 く一般の理解に資するため,毎 年1回 公開学

術講座を闘催している。

黒田清輝の遺産と遺作の寄附に基づいて創立 された美術部(旧 美術研究所)の 黒田記

念 室は,黒 田清輝 の作品その他関係資料を保管 し,毎 週一回,一 般に公開してい

る。

第一研究室

第一研究室の研究員は,日 本及び東洋諸地域の古美術について,各h専 門とする領

域と時代を中心に調査研究を進め,主 要問題を捉えた特別研究「落款 ・印章 ・賛文 ・

銘記の研究」及び特定研究1「科学的調査法による日本古代中世絵画の実証的研究」(代

表者 学習院大学教授秋山光和)に 参加し,ま た常に精密な基礎資料の収集に努めて

いる。その研究課題と調査研究内容は(2)研究調査活動の項に示す通りである。さら

に,第 一研究室においては「美術研究」の編集事務を担当している。

●

■

第二研究室

従来より継続として,明 治以降美術史の調査研究並びに現代美術の動向に関する資

料の収集と調査を行っている。 日本の近代美術は,西 欧美術との関連が極めて強いこ

とから,そ れとの比較研究も進めている。また,幕 末,桃 山以降洋風画,南 蛮美術等

についても若干の研究を行っている。現代美術に関する調査研究は,集 積 した年度資

料を整理し,そ の結果を「日本美術年鑑」(B5判,約300頁 前後)と して毎年公刊してい

る。本年度は昭和53年 の内容をもった54年 版を刊行,引 つづき55年 版の編集に着手 し

一11一



調 査 研 究

た。なお特別研究「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」にも参加,近 代関係資料の収集に

つ とめた。そのほか研究所事業として昭和52年 度以降実施してきた黒田清輝巡回展が

5月 佐賀県立博物館において開催された。同展開催にともな う作品選定,カ タログ制

作,講 演会,陳 列指導等研究事務については,第 二研究室がこれにあた り,進 捗させ

た。

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.日 本彫刻史の研究

(1)日 本古代彫刻 ・東洋彫刻の研究

日本古代彫刻と関連のある地域の彫刻調査として,イ ン ドネシヤ・ボロブドールを

中心に彫刻及び壁面浮彫の調査を行った。また源流としての中国彫刻研究のため,敦

煙,甘 粛省博,大 丙霊寺,天 津博の調査を行った。さらに,京 博,奈 良博出陳の関連

諸像の調査を行った。(猪 川)

(2)平 安鎌倉時代彫刻の調査

愛知滝山寺の運慶湛慶作と伝える観音三尊,埼 玉県博の平安鎌倉彫刻出陳作,埼 玉

会館の金銅仏展出陳作の調査及び京都西念寺観音像調査を行った。(猪 川)

③ 尊像別分類による彫刻の研究

奈良時代より江戸時代,現 代に及ぶ渥葉の釈迦像の作例を集め,未 調査の京都,茨

城他の諸像の調査を行った。(猪 川)

2.日 本古代中世絵画史の研究

(1)仏 教絵画史の研究

前年度に引続き奈良時代より鎌倉時代にわたる主として仏教絵画の調査研究並びに

資料の整理にあたったほか,下 記の主題に関す る調査乃至考察に従事 した。(柳 沢)

a)別 項 の特定研究1「 科学的調査法による日本古代中世絵画の実証的研究」に参加

し,赤 外線TVカ メラにより,称 名寺金堂仏後壁画及び鳳鳳堂扉絵の調査を実施 し,

前者に関する成果を発表した。そのほか聖衆来迎寺蔵六道絵(同 寺並びに琵琶湖文化

館,京 博所在のもの)を 調査した。(柳 沢)

b)さ きに在外中に調査した欧米所在の,主 として日本仏教絵画作品に関 して考察
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6

美 術 部

を加x,特 にボス トン美術館所蔵の四天王画像について,そ の年代 ・画家 ・伝来等に

わたる詳細な論究を発表 した。(柳 沢)

c)敦 焼壁画を詳 しく実見することにより,中 国絵画と日本のそれとの関係に関す

る新知見を得ると共に写真資料の整備につとめた。(柳 沢)

(2)絵 巻 ・経絵の研究

絵巻物の調査研究として本年は京都市安楽寿院蔵商祖大師秘密縁起10巻 及び神戸市

白鶴美術館蔵商野大師行状図画10巻 の調査及び写真撮影を行 うほか,科 学研究費「近

代日本における画巻の研究」(代表者 関千代)の 分担者として,近 代絵巻の調査に従

事 した。(宮)

経絵の調査研究は,昨 年にひきつづき法華経絵について,特 に和歌と今様 との関係

を文献的に調査 し,そ の成果を発表 した。(宮)

3.近 世絵画史の研究

オラソダ所在川原慶賀作品の来日を機に調査を続行 し,若 干の成果をえた。また,

東京芸大芸術資料館所蔵の洋風絵画を調査した。(陰 里)

1)江 戸洋風画の研究

江戸後期の洋風画家の作品,こ とに長崎系を中心に調査を行った。(三輪)

4.近 代 日本美術史の研究

1)近 代日木にdOけ る画巻の調査を,共 同研究により行い,主 要作品の写真資料を

多数蒐集 し得た。(関,陰 皿,三 輪)

2)前 年度より引続き,落 款,印 章の蒐集を行い,前 田青邨 ほか の印譜 を作成 し

た。(関)

3)狩 野芳崖写生帖類(芸 大収蔵)の 調査を行った。(関)

明治初期以降,昭 和初期までの洋画におけるヨーロッパ絵画 との関係を,留 学滞欧

作家に来 日西洋画家を含めてその師受,影 響関係などを調査 した。(陰 里)

2)黒 田清輝の素描 ・スケッチの調査を行った。(i陰 里,三 輪)

3)久 米桂一郎の文献資料について調査を行った。(三 輪)

4)海 外調査の機会をえてアメリカ,ブ ラジルにおける日本人画家,及 び 日系画家

について調査 した。(陰 里)

5.和 漢書道史の研究
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調 査 研 究

に)書 道遺品の調査

書道史の遺品の研究も字句の釈読 ・解義をゆるがせに してはならないことを,例 え

ば藤原佐理の書蹟r去 夏帖』の中の文字を例として,す なわち榑の単位を従来「材」とよ

んできたのが実は「村」とよむべきであることを究明したのである。(田村)

(2}古 筆 切の集録研究

寸断された古筆切は,そ れが何か ら切 られたかということを明らかにすることによ

って美術史 ・文学史 ・日本史その他の有益な材料にすることができる。粟田切が法然

寺本地蔵縁起絵巻であ り,玉 津切が蜻蛉 日記詞書であることを考察していささかこの

方面に力をいたした。(田村)

(3)日 本書道の文字学的研究

浄土真宗の開祖親鶯の書が文字の点か らみると特殊な異体字 ・帝緯をさけた欠筆等

毬々特異なものがあることを主 としてr坂東本教行信証』について観察し,同 書ならび

に親鶯篭蹟の編年に役立てうることを主張 した。(田 村)

6.美 術 部工芸史の研究

現在は陶磁 ・漆工 ・金工の研究員は不在で,染 織専門の主任研究官田実栄子が必要

に応 じこれ らの調査に当っているが,主 なる研究題目及び調査活動は下記の通 りであ

る。

(1)近 世 初期染織品の研究

② 小袖の研究

㈲ 伝統的染織技術の調査 ・研究

㈲ 上代裂の研究

研究題 目の中,特 に力を注いでいる「近世初期染織品の研究」に関 しては,和 歌山市

の紀州東照宮伝来染織品の調査,米 沢市の上杉神社蔵上杉謙信所用袴類の調査,宮 城

県白石市の片倉家伝来陣羽織の調査 ・研究が昭和54年 度Y'引 続 く研究として進めたも

ので,そ のうち紀州東照宮の染織品は美術研究306・310・311号 に 発表 したものにそ

の後の調査研究を加えて一本とした(昭 和55年7月,芸 艸堂発行)。 「小袖 の研究」

では石見の益田家伝来綾小袖の調査 ・研究も行い,近 年発見の初期小袖を取扱って美

術研究316号 発 表の論文 とした。片倉家伝来黒儒子小袖の修復技術部との共同研究(修

復技術上の)を 続行 し,こ の経過を第3回 古代染織サロンで発表した(昭和56年2月17
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美 術 部

日)。「伝統的染織技術の調査 ・研究」では沖縄本島 ・石垣島 ・竹富島 に3回 目の調査

に出かけ(昭和56年2月 中旬から下旬),今 回は特に麻織物と芭蕉布の伝統的糸作 りを

調査 した。また 日本工芸会で昭和53年 度から4力 年計画で行っている東博蔵 「白地風

景模様茶屋染帷子」の復元メソバーになり調査研究記録を担当し3年 目である。「上代

裂の研究」はこの年が1年 目の東博特定研究の分担者になり,法 隆 寺裂 ・正倉院裂の

基礎調査に加わった。また科学研究費一般研究B(代 表者 ・関千代)「近代 日本 におけ

る画巻の研究」に分担を風俗 ・服装関係を持ち調査 ・研究に従事 した。

7.中 国絵画史の研究

(1}台 北 故宮博物院において,明 代文人の作品約30点 を調査 した。(川 上)

② 米国において,カ リフォルニア大学美術館の安徽派絵画展の約60点,同 学所蔵

品約30点,デ ・ヤング美術館所蔵品約40点,ク リープランド美術館で行われた同館及

びネルソン美術館所蔵品による共同展示で約280点,フ ォッグ美術館所蔵品約20点,

プ リアー美術館所蔵品約10点,メ トロポ リタン美術館所蔵品約20点 の中国画を調査し

た。(川上)

(3)大 阪 ・橋本家及び兵庫 ・岸本家収蔵来舶画人作品の調査を行った。(鶴 田)

(4)昭 和55年 度文部省在外研究員としてカリフォルニア大学バークレー校において

近代 ・現代中国絵画資料の収集を行った。(鶴 田)

■

B特 別 研 究

「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」

(研究代表者 美術部第一研究室長 宮 次男)

研究目的

本研究は,わ が国の中世 ・近世 ・近代の絵画 ・書蹟 ・彫刻等のうち,落 款 ・印章 ・

賛文 ・銘記を有する作品を対象として,こ れ らの資料を極力調査収集し,そ の基礎資

料によって,作 品の鑑別,真 偽判定等を行い,作 家研究を推進す るものである。

実施要領

1.中 世以降近世までの彫刻作家約500人 を選びだし,そ の作品及び関係銘記の資料

を収集整理して研究を行 う。

2.東 京国立文化財研究所が現在所蔵 している近世画家等約450人 の落款 ・印章 の写

一15一



調 査 研 究

真資料を基礎に調査研究をはかるとともに,重 要作品及び主要画家等で資料の欠け

ているものの文献 ・写真資料の収集 ・調査を行 う。

3.近 代美術の分野では,明 治以降主要 日本画家の印譜作成を行い,洋 画家について

は主要作品のサイン写真の蒐集につとめ,そ の成果の一部を得た。

4.こ の研究は,美 術部情報資料部の共同研究により遂行するものである。昨年度よ

り比較顕微鏡を導入し,本 研究に一層の充実をはかった。

C科 学研究費

「近代 日本における画巻の研究」

(一般研究(B)研 究代表者 関 千代。分担者陰里鉄郎,

三 輪英夫,宮 次男,田 実栄子)

本研究は,古 絵巻に比較 し頗る遅れのみられる近代の画巻についての調査研究を行

うもので,本 年は主要作品の調査と基礎資料の蒐集につとめ,今 村紫紅筆「熱国之巻」

富岡鉄齋筆「月ケ瀬図巻」等70余 点に及ぶ大量の写真資料を入手 し得た。

3芸 能 部

(1)概 要

芸能部は,日 本の伝統芸能に資するために必要 な基礎的研究を行 うことを目的と

し,演 劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室より構成されている。芸能

部の研究 目標としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究な

どがあ り,そ の研究に必要な資料の収集 ・整備 ・記録の作成としての撮影 ・録音 ・録

画などの作業を行 う。また研究の結果は刊行 ・研究発表会 ・公開学術講座の開催など

によって公表する。

本年度は,共 同研究としては「狂言の技法の研究」「民俗芸能の民俗的基盤 の研究」

「民俗芸能伝承方法の研究」「民謡の研究」「話芸 ・寄席芸の研究」の課題に対して,研 究

員が2,3名 ずつ組をつくって調査研究 を行った。また,本 年度 より特別研究として

「民俗芸能の有効な保存伝承方法の確立に関する調査研究」を開始し,山形県の黒川能,

長野県の雪祭 り,東 京都の江戸神楽等を対象に綿密な調査研究を行った。
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芸 能 部

また,各 研究員は個々に研究課題を選んで実証的な調査研究を行いつつあるが,今

年度は文部省科学研究費を受けての研究に「論義会の研究」「狂言の演技における型の

研究」の2課 題があった。

以上各研究員による共同 ・各個の諸研究は,い ずれも文化財行政に直接間接に寄与

する基礎的な調査研究であると同時に,従 来立ち遅れ気味のわが国の芸能研究を推進

せ しめ,日 本芸能学の樹立に貢献する基盤 となる研究である。また研究所恒例の文化

財の保存及び修復に関する国際研究集会を本年度は芸能部が担当 し,「伝統芸能の保存

と発展 」のテーマで8刀 に開催した。 また月例の研究会として,各 研究室ごとに,外

部研究者・芸能伝承者等の参加を得て,「能楽技法研究会∫二月堂研究会」「狂言伝雷輪

読会」r民謡研究会」等を行った。

演劇 研究室

演劇研究室は,日 本占典演劇について芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行い,ま

たこれ ら諸芸能の周辺にあって,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野についても

調査研究を進めている。

本年度は,個 人研究として「寺院芸能の研究」r能の演出史の研究」を行い,共 同研究

として「狂言の技法の研究」を行った。また文部省科学研究費 による研究として「論

義会の研究」(一般研究(β)代表者 佐藤道子)の 調査研究を,昨 年度に引続いて実施 し

た。

■

音楽舞踊研究室

日本の音楽及び舞踊について,芸 術学的音楽学的な調査 ・研究を行い,ま たこれら

伝統芸能の成立に深い関係を持つ周辺分野について も調査研究を進めている。

本年度の個人研究としては,昨 年に引き続いて「日本民謡に見られる地域的様式の

研究」を進め,鈴 木正夫,藤 堂輝明,早 坂光枝の民謡をメログラフにかけて比較分析

した。また日本のわらべ唄との比較において,イ ン ドネシアのわらべ唄を採譜 ・研究

した。

また第4回 国際研究集会「伝統芸能の保存と発展」の構成ならびに諸準備を行い,か

つ研究集会記録(プ ロシーディングス)の 編集を行った。
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調 査 研 究

民俗芸能研 究室

全国各地に分布伝承する民俗芸能を対象とし,そ れ らの芸能の保存 ・活用に資する

ために必要な研究を行っている。本年度は,共 同研究として「民俗芸能の民俗的基盤

の研究」「民俗芸能伝承方法の研究」「民謡の研究」「話芸 ・寄席芸の研究」,ま た個人研

究として「田楽芸の研究」「狂言の技法の研究」を行った。 また文部省科学研究費に よ

る研究として「狂言の演技における型の研究」(一般研究(C)代 表 者羽田和)を 行 った。

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.寺 院行事の研究

、i・.J'院行'lt:が内包する多種多様な要素の中から芸能的要素を抽出し,各 宗派にわたる

総合的比較研究を行い,そ の変遷 ・分化をあとづけることを一貫 した目的とするが,

本年度は「髄 套」の現存事例を求めて,近 江の湖南 ・湖西,伊 賀,若 狭,佐 渡各地の

・i-.1・院 の澗査を実施し,伝 承文書の撮影を行った。

また,昭 和41年 度 以降継続的に実施 している「東 大寺修二会の調査研究」について

は,研 究調査録第四冊刊行のための補足調査と撮影を,東 大寺修二会の全期間にわた

って爽施した。(佐 藤)

2.能 の演出史の研究

能の演出面の変化を,面 ・装束 ・型 ・難子などの構成要素の変遷をたどることによ

って探ろうとするもので,本 年も11k束 具"に関 して文献調査等を行った。(松 本)

3.伝 統歌曲の音楽分析的研究

伝承 ・記録 ・保存のための基礎研究として伝統歌曲をメログラフを用いて音楽的に

分析 し,そ の音楽性を音楽学的に解明するもので,本 年度は民謡 「筑後しこみ」「豊後

追分」「刈干切唄」「小諸馬子唄」「相馬流れ山」「紙漉唄」「籾摺唄」「山形盆唄」等につい

て,装 飾的歌唱法特にくツキ〉〈ユ リ〉〈マワシ〉を中心に,鈴 木正夫,藤 堂輝明,

早坂光枝の歌唱に見 られる相違を比較分析した。(柿木)

4.海 外舞踊譜の研究

英国で醐発されたベネシュ舞踊譜の方法,実 用性,楽 譜との併記用法等に関 して検
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能 部

討 し,日 本芸能への応用の可能性を研究した。(柿 木)

5.海 外わ らべ唄の比較研究

日本のわ らべ唄との比較研究として,イ ンドネシアのバ リ,ソ ロ,ジ ョクジャカル

タ,バ ン ドソで採録したわらべ唄27曲 について採譜,分 析を行い,旋 律法,リ ズム法,

音組織等を明らかY'し たほかに,遊 びを伴 うものに関 しては,日 本の子供達の遊びと

共通するもの,日 本には見 られない独特なもの等について具体的にビデオ ・テープを

用いて分析 した。(山 本)

6.奄 美民認の研究

前年度に引き統き,奄 美の民晒の資料の収集分析を行った。(山 本)

7.民 認の研究

日本の民謡の研究において,民 謡の芸謡的要素を無視 してはその全き姿をとらえる

ことができないという観点より,上 代か ら近世に至る日本の民謡伝承の上に占める芸

謡の位+ltを究明する目的をもって,前 年度に引続き近 世歌謡の分析を行い,あ わせて

童唄の遊戯唄の芸謡的要素についての調査研究を行った。 また,毎 月1回 定期的に外

部研究者及び演奏家を招いて研究会を催し,各 種の討論討議を行っている。(仲 井 ・

三隅 ・柿木 ・中村)

8.民 俗芸能の民俗的基盤の研究

芸能を,そ の行われる季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観客を含む)な どの面か ら取 りあ

げる連続 した研究の一環として,「道中の芸能」に関する調査研究を行った。(三 隅 ・仲

井)

9.民 俗芸能伝承方法の研究

各種民俗芸能の伝承方法について資料の収集 ・分析を行 った。(三 隅 ・中村)

10.話 芸 ・寄席芸の研究

落語を主として話芸 ・寄席芸を対象とする近世芸能の研究を安原コレクション邦楽

レコー ドの整理を通 じて続行中である。(三 隅 ・仲井)

11.田 楽芸の研究

田楽芸を機能的 ・形式的に細分類 してみることによって,田 楽芸の構造を明らかに

するための調査研究を行った。(中 村)

12.狂 言の技法の研究
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調 査 研究

前年度に引き続き,所 外の研究者と共同で,江 戸期の大蔵流 ・間狂言の台本(貞享

松井本)を輪読し,間 狂言の詞章及び演出の時代的変遷と流派的異同について調査し

た。(羽田)
電

B特 別 研 究

「民俗芸能の有効な保存伝承方法の確立に関する調査研究」(4か 年計画の初年度)

研究 目的

民俗芸能の伝承を支える各地域の社会的条件を具体的に把握 しなが ら,伝 承条件の

変化に対応す る新たな伝承の仕方(継 承者選定及び技法習得過程)に ついて,各 地域の

関係者が具体的にどのように対処すべきかの方法論を示すための調査研究 を第1と

し,第2に 民俗芸能の記録化の標準的かつ全国共通的な方法の確立に関する調査研究

を,さ らに民俗芸能の楽譜化及び舞踊譜化の方法の開発に関する調査研究を第3と す

る。

実施要領

1.全 国各地の民俗芸能の伝承状況を分析するためのアンケー ト調査を実施。

2,伝 承環境の異なる地域を選び,そ れぞれの地域における伝承方法と地域環境 と

の関係を調査分析 した。特に都市化 ・過疎化等の社会状況の急激な変化をみつつ

ある地域の伝承形態の変貌についての調査分析を行った。

3.全 国各地か ら伝承法の典型例を十種余選出し,そ れぞれの伝承法の特質を考察

した。

4.伝 承法に関する各種資料を各地か ら蒐集し,そ れらを新規購入のマイクロリー

ダープリンターにかけて研究資料として活用した。

5.民 俗芸能に関す る調査記録を収集 し,か つそれらを比較 しながらもっとも完堕

な記録作成についての研究を行った。

6.民 俗芸能に関する楽na・ 舞譜を蒐集 し,よ り完壁な採譜方法についての研究を

行った。

●

C科 学研究費
うんぎ え

論義会の研究(一 般研究⑧ 研究代表者 佐藤道子)
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保存科学部

奈良朝以来,仏 教儀礼を代表する法会の一つとして各宗派で勤修され,文 学や芸能

にまでその投影をみ ることのできる論義会について,勤 修i」的や形式の史的変化,文

学への投影,芸 能への影響などを解明することを目的とする。

本年度は,昨 年度に引続いて諸寺の論義関係文霞の調査(延 暦 芋叡山文庫)と 論義会

の実地調査(東 大寺 ・建長寺 ・円覚寺)を行い,こ れと並行 して,文 献記載の論義会関

係記事の抽出を行った。

2.狂 言の演技における「型」の研究(一 般研究(C)研 究代表者 羽田 爬)

前年度に調査 ・撮影 ・収集した狂言小舞の譜本及びテープから,す べての「型」に関

する記載をカー ド化 し,狂 言小舞の動作単元を分 析的に把握 することができた。な

お,ビ デオ ・テープの整理,流 派間の異同や能の動作単元との比較等の作業を続行中

である。

4保 存科学部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造に関する科学的研究,並 びに文化財のおかれている保存環境の

自然科学的研究を行い,こ れ らを基礎として文化財の保存に関する技術的研究を行っ

ている。研究の成果は文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立てら

れている。また文化財の年代測定 ・産地推定の基礎的研究も手掛けている。

研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室 からなっている。調査研究

の結果は,修 復技術部との共同の機関紙「保存科学」により公表される。

化学研究室

文化財及びその保存に関するイビ鉾的調査研究(分 析化学的調査研究を含む)並 びにそ

の結果の公表を職務としている。

内容としては,微 量分析または非破壊分析による無機物質 ・有機物償の材質とその

劣化に関する研究,展 示 ・保存環境における汚染因子の究明とそれ らの文化財への影

響に関する研究,劣 化防止に関する研究を行っている。
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調 査 研 究

物理研究室

文化財及びその保存に関する物理的調査研究並びにその公表を職務としている。文

化財自体の構造 ・強度等の力学的試験を行い,X線 ・γ線のラジオグラフィーによる

内部構造,欠 陥,虫 害,腐 朽の解明を行っている。また赤外線テレビに よる銘記,下

絵等の判読にリモー トセソシソグの手法を取 り入れる試みを行っている。

また保存環境に関 し,採 光,照 明,温 湿度等の影響とその防止の研究を行 うほか,

展示,収 蔵,梱 包輸送の際の適正条件の設定と湿度調節技術を開発し,新 施設を使用

する必要な処置の研究を行っている。

生物研究室

文化財及びその保存に関する生物学的調査研究並びV'そ の公表を職務としている。

徽 ・細菌 ・昆虫等による文化財の被害調査並びに徽 ・細菌 ・昆虫等の採取 ・培養 ・同

定及びそれらの殺菌 ・殺虫等の防除用薬剤の選定と方法の研究,実 施の指導を行って

いる。

以上,各 研究室担当研究員の専門分野に関する基礎的研究のほか,複 合的な判断,

処f'ia`.を必要とする研究対象に対しては部内,部 外(他 研究機関を含む)と の共同研究が

行われている。

特別研究「石造文化財の保存,修 復に関する科学的研究」は修復技術部との共同研究

で,第4年 次として,石 造文化財及び付随する材料として,煉 瓦 ・瓦類の焼成品,土

壁,た たき等に関 して,そ れ らの劣化機構の解明,保 存管理方法,及 び修理技術の確

立を総合的に推進させている。

受L研 究は「史跡虎塚古墳彩色壁画保存のための調査研究」及び修復技術部 と共同

の,「国宝,重 文 日光社寺建造物に関する研究」が行われた。

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.文 化財の材質 ・構造に関する研究

に)非 破壊分析 ・微量分析

1)鉛 同位体分析
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陣

保存科学部

昨年度より引続 き,約200点 の青銅器遺物について測定を行った。遺物の種類は日

本出土の銅鏡,銅 鐸,銅 鎌,中 国出土の銅鏡などである。この結果,多 くの知見が得

られたが,特 に1)少 な くとも前期古墳以前の出土遺物の原料は大 陸 のものであるこ

と,2)弥 生式遺跡出土物と古墳出土物の間には明瞭な差異があることが明 らかにな

った。(馬 渕)

(2}漆 及び漆工品に関する研究

1)縄 文時代の赤漆,黒 漆に用い られていた顔料を分析 し,黒 漆の変遷を究明 し

た。

2)生 漆を用いて,素 地固めを行 う場合,生 漆の硬化と環境湿度また湿度と素地

との接着の関係を明らかに した。

3)漆 かきの人と連絡をとり,現 地より初漆,盛 漆,枝 漆を直送 してもらい,分

析,接 着,光 沢等の測定を行った。(見城)

㈲ 法隆寺献納宝物特別調査 一束博一

白銅鏡調査に参加 し,螢 光X線 による成分分析,X線 透視による構造調査 を行

った。(江 本 ・石川)

(4)赤 外線テレビによる古文書の判読

茨城県石岡市鹿 ノ子遺跡出土の漆紙の判読を行った。(石川)

⑤X線 γ線による材質構造調査

愛知県岡崎市滝山寺蔵木造観音菩薩 ・梵天 ・帝釈天立像の構造調査を行った。そ

の他,金 銅仏,工 芸品等の調査を行った。(石 川 ・三浦)

(6)リ モー トセソシングの文化財への応用

マイクロコンピュータを東大大型計算機セソターのTSS端 末 として使用できる

ようになったので,画 像処理方法の検討を続けている。(三 浦)

(7)ガ ラス玉の屈折率のレーザーによる非破壊測定

ガラス玉の屈折率をHe-Neレ ーザーを用いて完全に非破壊的な測定方 法で,し

かも従来より1桁 精度良 く求めることに成功 した。(東 博と共同)(三 浦)

2.文 化財の保存及び展示環境等に関する研究

(1)施 設内の環境調査

展示室 ・収蔵庫内の温湿度,照 明等の環境の測定,新 設展示施設のシーズニング
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調 査 研究

の検討を行い,展 示,保 存環境の適否に関し調査を実施している。

1)板 橋区立美術館(東京)

2)奈 良県立橿原考古学研究所附属博物館(奈良)

3)岩 手県立博物館(岩手)

4)京 都国立博物館文化財保存修理所(京都)

5)醍 醐寺収蔵庫(京都)

6)田 部美術館(島根)

7)尾 道市立美術館(広島)

8)東 福寺収蔵庫(京都)

9)出 雲大社神砧殿(島根)

(2)

(見城 ・石川)

展示施設の照明光源は,螢 光灯が主に使用されている。つ ぎに白熱灯 である

が,最 近では演色性を改良したと云われているナ トリウムランプを使用する動き

があ りそれらの光源の特性を調べた。(石 川)

(3)密 封 ケース内微気象変化の制御の研究

1)一 定容積の密封器内の温度変動に伴 う湿度変動とニッカペレット混合和紙の

量との関係を明らかにし,混 合和紙の最適使用量を求める。(見 城)

2)温 湿度可変室内に設置された実験用展示ケースを用いて,ケ ース内の温湿度

分布と湿度調節剤の性質 ・配置方法との関係を調べている。新 しく開発 された

シリカゲルが従来使用されていたものより良い性能をもっていることがわかっ

た。(三 浦)

(4)文 化財保存環境に関する研究

文化財に付着 している汚染物質の組成を知 ることは,材 質の劣化原因や汚損の

防除対策を究明する際,重 要な事項である。

汚染物質の1つ である粉じんについて,熱 分解ガスクロマ トグラフィーを用い,

主 に高沸点有機物(粘 着性)の 分析法を検討 した。

炭素数11～38(沸 点195～330℃)の 飽和炭化水素標準試料を用いて分析条件を求

めた結果,400°Cの 試料加熱温度でカラムにDexi1300を 用 い,100℃ ～350℃ 昇

温分析によってよい成績を得た。粉 じん試料に適用性を検討 している。

一方
,環 境中に浮遊している粉L"ん 粒子についてパーティクルカウソターでそ
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保存科学部

の挙動を測定すると共にアンダーセンエアー ・サ ンプラーで粒子の大きさ別に採

取した試料について組成分析をも試している。(門 倉)

(5)未 発掘古墳内の空気組成についての研究

従来,空 気組成 として主に酸素 ・窒素 ・炭酸ガス等を測定 してきたが,微 量試

料中のメタンについて,ガ スクロマ トグラフィーによる分析を試みた。

1mlの 空気試料でカラムにモレキュラーシープを用いて分析 した結果,密 閉が

完全な場合,外 気2^-3ppmに 対 し,古 墳内では0.1ppm以 下 であった。(門 倉)

(6)寺 院堂内における自然採光の日変化の調査研究

浄土 牟浄土堂(兵17i),平 等院鳳凧堂(,f治)堂 内に射 し込む自然光の照度変化を

測定 し,堂 内の空間構成の特徴 を 研究した。(科 学研究費 ・一般研究(A)代表者西

村公朝の分担研究)(石 川 ・富沢)

(7)海 外展梱包輸送に関する協力

1)国 宝 ・鑑真像 中国展

2)淋 派絵画展(米 国巡回)文 化庁

f:記海外展の出展品に対 して,梱 包ケース内の調湿剤,防 徽剤の調達等の協力

を行った。

3.文 化財の生物劣化とその防除に関する研究

(1)実 態調査と防除対策

文化財に被害を及ぼす生物(微 生物,昆 虫等)の 実態調査は,継 続的に実施 し,被 害

の状況に応じて防除対策を検討 して助言 ・指導を行っている。本年度は,下 記の調査

と防除対策を実施 した。(新 井 ・森)

1)東 京国立博物館 ・東洋館の燃蒸指導55.4

2)埼 玉県立歴史資料館畑蒸室の調査と助言55.5

3)群 馬県立歴史博物館の開館前の調査と爆蒸指導55.6

4)増 上寺経蔵及び収蔵庫の爆蒸指導55.7

5)福 井県坂井郡三国町立郷土資料館の畑蒸室設計指瀬55,7

6)京 都国立博物館において減圧燃蒸法の講習と実地指溝55,10

7)埼 玉県立歴史資料館の新設燃蒸廊試運転指≡尊55.11

8)大 聖寺石造法華供養塔のホルマリン畑蒸指薄55.12
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調 査研 究

9)東 京国立博物館における燥蒸指導

10)国 立歴史民俗博物館の開館前の調査

11)宮 内庁書陵部の燥蒸指導

12)東 京国立博物館漆工室における中尊寺六角須弥壇の爆蒸指導

(2)文 化財の長期保存に関する研究

56.1

56.2

56.3

56.3

同時二軸延伸ポ リビニルアルコールフィルム(BO-PVA)は,酸 素を遮断する点 で

優れた性質を示す。爆蒸法等によって文化財に着生 した加害生物を殺滅 した後の保存

に,BO-PVAフ ィルム製袋を応用する研究。(新井 ・森)

③ 微生物学的研究

1)文 化財に発生 した糸状菌の水分活性を測定することにより,保 存環境の湿度

を推定 し,さ らに発生 した糸状菌の防除法を考究す る。(新井)

2)文 化財に着生する糸状菌が,材 質を劣化す る一因として,糸 状菌の代謝する

有機酸である可能性がある。前処理せずに微量の有機酸分析のできるイソタコ

フォレシス(細管式電気泳動装置)で 研究中である。(新 井)

{4)昆 虫学的研究

1)わ が国では じめて遭遇 した軸装のカマ ドウマによる被害について報告 し,あ

わせて本邦でこれまでに認められている軸装の加害虫を網羅 した。(森 ・新井)

2)有 機錫化合物は,主 として殺菌剤 として用いられてきたが,そ の中に殺虫剤

として有効な化合物のあることが判明した。

3)ペ ルメ トリンは,低 毒性ピレスロイ ド剤であるが,残 効性があるのでイエシ

ロアリに対する防蟻効力試験を行っている。現在2年4ヵ 月経過時の結果を報

告 した。(森)

⑤ 煽蒸法について

1)博 物館 ・美術館 ・資料館等の燥蒸設備を点検すると,燥 蒸ガスが館内に漏洩

する危険性のある設備が多いので,問 題点を指摘した。(新井 ・森)

2)既 設燃蒸室を有効に活用する一方法として,安 全かつ実用的燥蒸庫を設置し

た。(新 井 ・森)

3)煽 蒸 ガスは,種 類によってきわめて透過性に優れている。燥蒸 ガスのコンク

リー ト壁体の透過性ならびに透過防止剤について研究し,燥 蒸室建設時の資料
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とした。(新 井 ・森)

4)本 邦では じめて4,5ト ソ トラックに減圧爆蒸装置を設備 した移動燥蒸車を完

成 した。(森)

高松塚古墳

11月石室内修復時に,石 室内部の生物学的調査を実施 した。

特別研究

大聖寺石造法華供礎塔に蔚生する地衣類 ・菌類及び細菌類の殺菌をホルマ リン憾

蒸で実施 した。

日 光

大猷院二天門漆塗膜の黒変について原因を究明してきた。その結果,年 次別に試

験塗装 した3ヵ 所の腰貫を詳細に検討すると,塗 装時期の古い方が,黒 変の程度

が著 しい。漆塗装の黒変と漆塗膜表面のカビの繁殖との間に相関関係が認められ

た。

水中遺物

4.考 古遺跡 ・遺跡等に関する考古化学的及び保存に関する研究

(1)江 差 ・開陽丸引揚げ遺物の研究

各種の引揚げ遺物の保存処理及びその後の経年変化の点検,収 蔵状況の調査,収 蔵

環境の保全の指導を行った。(江 本)

5.国 宝,高 松塚壁画保存,修 復事業への協力

石室内点検時,壁 画修復期間中,開 口時及び閉塞時の室内環境調査(温 度 ・湿度 ・

生物汚染),壁 画状態,保 存施設 ・設備の点検等の調査を行い,作 業環境保全に協力し

た。(江 本 ・新井)

6

B特 別 研 究

石造文化財一石及び類似材料の保存と修復に関する科学的 ・技術的研究(8年 継続

第4年 次,保 存科学部,修 復技術部共同研究)

石造文化財及び付随する材料として,煉 瓦,瓦 類の焼成品,土 壁,た たき等に関し

て,そ れらの劣化機構の解明,保 存管理方法,及 び強化修復技術の確立を総合的に推

進させるのを目的としている。
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55年 度は,下 記の調査研究を行った。

(1}主 な調査対象

α)大 分県野津町:津 留平五輪塔(重 文)

(ロ)千 葉県館山市:大 福寺 磨崖十一面観音立像(市指定)及 び舎那院 磨崖仏

の 香川県高松市:生 駒親正夫妻墓(五 輪塔 ・県指定),似 上の保存状態を現地で

調査 した。採取した風化生成物,析 出物を分析,石 材等の標本資料の作成を行

った。また保存処置の試験を行い修復対策を立案した(㊨ については受託研究・

修復技術部の項参照)

② 生物劣化については前年度調査した大分県 ・臼杵地方の石造品の劣化部位か ら

採取 した試料について,微 生物を分析中,着 生した地衣類の防除法につき検討を行っ

ている。

(3)板 碑,石 塔の収蔵庫内の環境に関し,前 年度に引続き,埼 玉県下で夏季の温湿

度を測定 した。

(4)強 化保存処置。

劣化した石の強化の為の基礎実験として,各 種薬剤(ア クリル樹脂,エ ポキシ樹脂,

シ リコーン樹脂,水 酸化バ リウム等)の 含浸処既に関する研究は,長 期に亘 り継続 的

に行っている。本年度か らは,従 来か ら用いていた大谷石に加えて,砂 岩質系安山岩

(白河石)を 材料としての実験 も開始 した。本年度は特に,樹 脂含浸強化時における石

の含水率と樹脂含浸率及び強化効果との関係について種々の基礎実験を行い,多 くの

知見を得た。

瓦の保存,修 復に関しては,シ ラン(SS-101)含 浸による強化防水処置について,

54年 度科研費(奨励A・ 西浦)で 行った研究を更に進めると共に,装 飾瓦(鬼 瓦,軒 瓦

等)の 人工擬瓦による成形修復について研究 した。本研究成果を実際の重文建 造物 で

ある定光寺観音堂で初めて実験に応用した。

(5)過 去に修復処置を実施 した石造文化財の経年変化と修復に関する問題点を把握

するため追跡調査を行っている。本年度は石川県穴水 ・重文 明泉寺五重塔について

行った。

一28一



6

保存科学部

C受 託 研 究

1.虎 塚古墳彩色壁画保存のための調査研究(茨 城 ・保存科学部)

虎塚古墳は,昭 和54,55年 の2力 年計画で保存 ・公開施設の建築工事が進められて

きたが,10月 に完成 し,彩 色壁画が一般に公開された。

昭和55年 度の受託研究は,公 開が石室内環境におよぼす影響の有無に関する調査を

行った。

保存施設は,観 察室,前 室,前 々室の3室 か ら成 り,石 室内は観察室のペアガラス

窓を通 して観察する。照明は,赤 外線,紫 外線吸収フィルターを用い,熱 交換機を備

えたカプセルを石室内に設置した。

公開は,10月18日 か ら11月12日 にかけて,2～4日 間つつ,3回 行われた。

石室内部への影響調査は,公 開の前後に石室内及び観察室で温度i湿 度,空 気組

成,微 生物を測定 し,特 に公開期間中は,前 室,前h室 も加えて温度,湿 度の連続測

定を行い石室内部への影響を観視 したが,石 室 内への影 響はほ とんどみられなたっ

た。

照明装置、観察室の空調機の不備を補って,石 室の環境保持のた め,観 察室 の加

湿,冷 却等の対策を指溝 した。

照明装置については,発 熱に対する,熱 交換法の基礎的実験を行い設計の資料とし

た。

2.国 宝,重 文 日光社寺建造物の保存に関する研究

(栃木 ・保存科学部 ・修復技術部)

日光二社一寺所管の指定建造物の外装として用い られ て いる漆塗装 ・彩色にっい

て,山 内の多湿寒冷という特殊環境下での劣化,変 色等の原因究明と保存対策を立て

るのを目的としている。

1)東 照宮本殿,透 塀格狭間,唐 油彩色

a唐 油彩色の変退色の原因究明

前年度の光に弱い染料による調査結果を基に して,同 一染料3種 について,分 光

照射計により,ど の波長の光による変退色であるかを究明している。

b変 退色防止対策 として,唐 油に酸化防止剤を溶かし,顔 料を加え彩色した手板

を,前 年度,現 場に設置 したが,そ の後の変化の確認調査を近 々行う予定である。
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c防 徽法 唐油彩色に発生するカビの防除法として,前 年度,チ モールを溶解し

た唐油により作成 した彩色手板の曝露試験の効果判定を近々行 う予定である。

2)大 猷院 二天門溜塗の変色

二天門等で漆が黒変する現象を研究 してきたが,黒 変には3種 類が存在している

ように思われる。

① 漆液が流れて黒変したもの(二 天門)

② 黒色の盛 り上った斑点状のもの(東照宮城下門)

③ 漆友面の透明な膜面中に黒斑の生ずるもの(二 天門)

このうち②,③ は,微 生物(カ ビ)に起因する黒変であることが判明した。また黒変

部を採取した試料を薄層クロマ トグラムで分離し,同 定中で,ど んな成分が変質 した

かを,漆 に関連する材料か ら探索している。

D科 学研究費

昭和55年 度より,文 部省科学研究費「特定研究」に「古文化財に関する保存科学と人

文 ・白然科学」の領域が定められ,3年 計画で,研 究が開始された。当研究所両部関

係の研究課題として下記のものがある。

1.文 化財建造物の構造力学的研究

代表者 伊 藤 延 男

2.遺 構断面層序の剥ぎ取リ保存及び貝層断面の保存法

代表者 田 辺 三郎助

3.水 中遺物の保存に関する研究

代表者 江 本 義 理

56年 度は,研 究課題の統合が行われ,課 題の件数が しぼ られて計画研究として実施

される予定である。

4.古 代漆の科学的研究

代表者 見 城 敏 子

この研究の目的は,(1)縄 文時代の漆,タ ールの漆工法,赤 色顔料の種類を明らかに

し,考 古学的見地か ら漆工技術の究明を行 う。(2)縄文時代の黒漆の判定,製 法 ・種類

の判定等の検討を行い,こ の時代の技術を明らかにする。今年度は,現 地の辮柄 ・朱
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漆に使用されたと思われ る鉱石を採取 し,湿 式,原 子吸光,熱 分析を行い,先 年度実

施 した漆塗膜の分析結果をあわせて,考 古学的見地から,縄 文 ・古墳時代の漆工技術

をまとめた。また縄文 ・古墳時代の黒漆の判定,そ の種類の判定等の検討を行い,こ

の時代の製法漆工技術を明らかにした。

5修 復技術部

(1)概 要

修復技術部は,文 化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研究とその公表を主務と

する部で,保 存科学部が,主 に文化財の保存にかかわる科学的分析研究をつかさどる

部であるのに対 し,修 復技術部は,老 化破損 し,あ るいは後世の付加物のある文化財

について,も との正しい状態に修理し,あ るいは復元する方法についての科学的,技

術的研究を担当している。

研究対象としては,絵 画,雷 跡,彫 刻,工 芸品,考 古資料などは勿論,木 造構造物

の組織や細部に描かれた絵や彩色石造構築物などに及ぶ極めて広範囲の文化財があげ

られる。

研究組織としては,3研 究室6研 究員1専 門職員からなっている。

第一修復技術研究室

木材及び漆を主材料とする文化財の修復に関する科学的 ・技術的調査研究とその結

果の公表を主務とする。

第二修復技術研究室

紙,繊 維又は皮革を材料とする文化財の修復に関する科学的 ・技術的研究とその結

果の公表を主務とする。

ら

第三修復技術研究室

石,金 属,土 又はその他の無機材質の文化財の修復に関する科学的 ・技術的研究と

その結果の公表を主務とする。

各研究室とも,経常的な研究として,有 形文化財を構成している材料,構 造,製 作
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技法についての研究や,そ れ らを修復するための伝統技術の整理体系と科学的裏付け

の資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための臨床的な

研究などを実施 してお り,と くに材質強化,補 強,接 合,剥 落防止,朽 損部充V`

つ いて各種合成樹脂の応用と技法の開発に努めている。

これ らの研究過程においては,保 存科学部との共同研究が必要な部分 もあり,ま た

部内においても,一 つの文化財が二つの研究室にまたがる複合的な材質か らなる場合

も多 く,そ れ らについては各研究室員による共同作業によって研究が進 め られて い

る。これ らの詳細は次項に記す通 りである。

特別研究「石造文化財の保存 ・修復に関する科学的研究」は,3力 年の継続研究の第

3年 度として,文 献収集,調 査,実 験研究を行った。(27頁 参照)

受託研究の うち修復技術部の関係では,

(1)虎 塚古墳彩色壁画保存のための調査研究(保 存科学部 と共同研究)

(2}国 宝,重 文日光社寺建造物の保存に関する研究(保存科学部と共同研究)

㈲ 城山遺跡出土漆器の技法的調査とその処置法の研究

(4》 仙台市伊達政宗墓所出土副葬品の保存処置に関する研究

(5)高 松市生駒親正夫妻墓(石造五輪塔 県指定)の 保存処置の研究,

を実施 した。

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.伝 統的製作技法及び修復技術の研究

(1)彫 刻の製作技法,修 復に関する実査研究

前年に引続き,東 京国立博物館の依頼による法隆寺献納宝物中の仮楽面調査に参

加,そ の材質技法の調査,特 に木尿,漆 地粉について顕微鏡による観察を行った。

(田辺 ・中里)

(2)漆 芸品の研究

大宮市寿能遺跡出土の漆器断片について技法的調査を行った。又シア トル市か ら茶

の美術展出品のため里帰 りした浦島蒔絵手箱,新 指定の螺釦合子,大 阪市立美術館寄

託カザールコレクションの一部等を調査 した。中世漆器では草戸千軒町遺跡出土,福

一32一



ら

修復技術部

井県出土の漆椀等の調査を行った。伝統的技法の調査 としては横浜市に残 る芝山細工

その他も記録にとどめた。(中 里)

㈲ 出土金属工芸品の製作技法の研究

製作技法の蒐集と調査研究は継続して行っているが,修 復処置を通 じて これを実施

するとともに,本 年度は埼玉附川7}}墳,塚 本11119r,'一墳 などか ら出土 した象嵌遺物の

調査を行った。(青 木)

(4)装 演技法の研究

伝統技術としての装潰技法に関す る資料蒐集と調査研究は継続 している。

日本の掛軸装の形式と関連 して,ネ パール ・チペットのタンカに於 る形 式を調査

し,分 類を試みている。

口本画用材料としての三 モ本膠の製造を調査記録 した。

奈良時代写経料紙の復元実験で得た麻紙に対する打加工実験を行った。(増 田)

中国における紙 ・絹本画保存 ・修復の文献調査を行った。(鶴 田)

2.合 成樹脂による彩色保存の研究

県重要文化財 東照宮本殿(和 歌lil県)建築彩色の刻落どめに関 し,水 溶性アクリル

樹脂及びアクリルエマルシ1ン による方法と膠水による方法について調査 した結果に

基づき,県 教委の係官と彩色施工業者に研究所のア トリエにおいて処置方法を指導し

た。(樋 口)

重要文化財 本興寺開山堂(兵 庫県ノ巳ケ崎市)の 小火の際,粉 末消火器で内部の彩色

が汚損 し,そ の除去方法について調査 し,処 置を指導 した。その方法は消火剤が長年

の香の煩煙で掲色の脂状物質で概れている彩色表面に付着 していることに着目し,こ

の脂はアンモニアの微アルカリ水に容易に溶けることを利用して白色汚損の除去に成

功 した。幸いこの彩色は保存状態がよか ったので この処置 に よる損傷 は全 くなたっ

た。処置後若干白さが残るが,こ れはアクリル樹脂B72溶 液で処置することでほとん

ど目立たなくな り,斜 落どめも兼ねることになった。 これ らの処置は彩色業者により

全面に施工され,所 期の目的を達することができた。(樋 口)

3.木 造文化財の合成樹脂による修理技術の研究

宮城県蔵王町の重要文化財 吾妻家住宅の半解体修理において,口 径約25～30cm,

長 さ970cmに 及ぶ細長い松材の梁が,内 部が白蟻で空洞化しているため再用できな
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い状態であったが,意 匠的にも重要な梁であ り,こ れを合成樹脂処置によって補強,

修 復 した。この梁はうね りのある細長ものなので,従 来のように内部を扶 りとって新

たな通し材を挿入 して補強することができない。種々検討の結果,軸 方向に中央部か

ら引き割って空洞部分を木材や合成樹脂で充填補強 した後,再 び元通 りに接合する方

法を採った。樹脂充填を要す る空洞部分は約0.2m3に 及ぶため,全 てを人工木材で行

うと　tc量的にも費用の面からも無理があったため,空 洞の一部は硬質低発泡ウレタン

樹脂を用いた。またこのウレタン樹脂は,根 本 より頂部まで完全に空洞化 した栗材の

独立柚2本 の充填にも用いられ効果的であった。因みにこの樹脂は比重O.46～0.28,

1E縮 強度60～30kg/cm2で あ る。このような構造用部材の失なわれた強度を合成樹脂

の充唄だけで修復 し,再 用した例は今回が始めてであ り,今 後の木造建造物部材の修

復に影響するものと考えられ る。(樋 口)

山口市の重要文化財 古熊神社拝殿の解体修理に際 し,表 面だけが虫蝕孔で海綿状

になった斗供や柱の修復方法を指導 した。その方法は揺変エマルションに微木粉と微

細なガラスビーズを混合し,更 に顔料で調色したものを虫蝕孔にす り込んだ後に,部

材の表面を水で拭きとって虫蝕孔だけに樹脂を充填するものである。 これは従来のエ

ポキシ系人工木材によるものと異 り,虫 蝕孔だけを対象にしたものであ り,こ の樹脂

はこの他,法 隆寺宝物館の伎楽面の虫蝕孔の孔 うめにも他の修理技術者によって使わ

れた。(樋 口)

4.石 造文化財の修復処置に関する研究

石造関係では特別研究,受 託研究以外に美術院国宝修理所が修理した大分県の重要

文化財,山 王石仏 と三重県の新大仏寺重要文化財阿弥陀如来像台座の修理に際 し,ア

ルキルアルコキシシランによる含浸強化処置を指導した。また北海道の重要文化財函

館区公会堂の修理に際 し,石 造部材の合成樹脂による強化,補 修方法につき指導し

た。(樋 口)

大分県野津町 ・重要文化財五輪塔の保存修理にあた り,脆 弱になった五輪塔を硬質

ウレタン樹脂を現場発泡させて養生し,仮 設小屋に移動 した。なお今年度は覆屋のみ

を建築 し五輪塔の修理は来年度実施 される予定である。(青 木)

金 沢市,石 川県立郷土資料館(旧 四高)の 修理工事に際 し,雨 漏 りの原因探査,防 水

処1u方 法,劣 化 した レンガ及び飾石の強化処置等についての調査,指 導,及 び沖縄県
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那覇市,重 文 ・園比屋武御嶽石門解体修理計画立案に伴う,放 置されていた当初石材

の再使用の可否について,強 化処置方法を含めて調査,検 討を行った。(西浦)

又,長 崎県平戸市,重 文 ・幸橋の解体修理に伴 う,大 量の石材の塩抜 き及び含浸強

化処置方法について,調 査,検 討,指 導を継続的に行っている。(西 浦)

5.金 属製品の修復処置

長崎県美津町黒瀬観音堂で新に発見された新羅金銅仏の銅造如来立像は,鍍 金の損

傷によるためか,後 世に像全体に漆箔が施されてお り,原 形が著しく損われているの

で,こ の漆箔を除去することになった。しかし,こ の漆箔の除去は容易でなく,種 々

の溶剤による除去を検討 したが結局,フ ェノールの濃厚溶液を浸した脱 脂綿 で湿布

し,更 に赤外線で加温 して漆を膨潤させて剥が しとり,後 で完全に水洗する方法を採

った。この処置で像は完全に旧に復 し,遺 っていた鍍金もすべて再現させることがで

き,後 にこの像は電要文化財に指定された。(樋 口・青木)

東京国立博物館保tiの 石川県鹿島町出「士二銅鏡,福 岡県飯塚市櫨山占墳出土金属製品

一括 ,群 馬県伊勢崎市恵下占墳出土金属製品一括,京 都府京北町周山廃寺出土金属製

品一括,栃 木県足利市十二天塚占墳出一ヒ盤頭状鉄器ほか茨城県牛堀町観音寺山古墳出

一ヒ金属製品一括,福 島県郡山市渕 ノ」二1号 墳出一k頭椎人刀1口,奈 良、県橿原市新沢327

,;墳川・上1文 須嵌直刀1口,東 京都大川区久ケ原横穴出L須 嵌円頭柄頭1口 等の修復

処置を実施した。

これらのうち,銅 製品に対しては,ベ ンゾトリアゾール処理を行い,ア クリル樹脂

を減圧含浸した。鉄製品はアクリル樹脂エマルションを減圧含浸 して材質強化を行っ

た。またこれらの復原補修は合成樹脂を用いた。(青 木)

6.遺 跡 ・遺構 ・遺物の保存に関する研究

松本城旧二の丸跡から各種の遺物が出土 したが,そ の中で焼損炭化建築部材の硬質

ウレタンによる取 り上げ,井 戸底板のPEGの 拡散法による処置,骨 製品のパラロイ

ドB72に よる強化,か まどの応急強化処置などについて協力・指導 した。(樋 口・青木)

埼玉県大宮市寿能泥炭遺跡から大駐に出土する木製品と漆器などの保存処置につき

調査 ・協力を行っている。(樋 口・青木)

7.そ の 他

重要文化財 吾妻家住宅(宮 城県蔵王町)の 半解体修理に際 し,土 間の独立柱の部分
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に荒縄をまきつけ,そ の上に塑土をつけ,目 には貝殻,口 もとを陶器の小皿で飾った

土俗的な鬼面がかまど神としてついていたが,こ れが損傷して崩れかけていた。この

修理はまず発泡ウレタンで面を養生 して柱か ら脱 し,当 研究所の修理ア トリエに運び

入れ,パ ラロイ ドB72に よる含浸強化,エ ポキシ樹脂による接着,エ ポキシエマルシ

ョンと土の混合物による欠失部分の補修を行った。これ らの処置は新井榛名氏によっ

て施工された。(樋 口)

福 岡県福間町の諏訪神社及び金比羅神社の絵馬約80点(一 部県指定重要文化財)の 実

査を行った。各絵馬についての損傷程度を,写 真等によって記録し,今 後の保存のた

めの処置実施指導の資料とした。(茂 木)

新潟県専泊町の白山媛神社の船絵馬52点 は,保 存処置も済み国指定重要民俗文化財

として,専 用の収蔵rig内に展示されている。この度i新 らたに船絵馬数点 が発見 さ

れ,そ の保存処置について,現 地で実査の上指導 した。(茂 木)

福井県勝山市の白山神社絵馬は,町 指定重要文化財になっているが,そ の彩色保存

処置について依頼があ り今年度は「牛若丸之図」「黒馬之図」を当部で実施 した。(茂 木)

B特 別 研 究

1.保 存修復処置

劣化した石の強化のための基礎実験 として,各 種薬剤(ア クリル樹脂,エ ポキシ樹

脂,シ リコーン樹脂,水 酸化バ リウム等)の 含浸処置に関する研究は,長 期に亘 り継続

的に行っている。本年度からは,従 来から用いてきた大谷石に加えて,砂 岩質系の安

山岩(白 河石)を 材料としての実験も開始した。本年度は特に,樹 脂含浸強化時におけ

る石の含水率と樹脂の石材中への含浸率及び強化効果 との関係について種々の基礎実

験を行い,多 くの知見を得た。(西 浦)

石造物の修復に用いる人工擬石について,シ ラン(SS-101)と アクリル樹脂,及 び

シランとエポキシ樹脂の混合物による樹脂擬石について,実 験,検 討 し,そ れらが非

常に有効であるとの結果を得た。(西 浦 ・樋 口)

瓦 の保存,修 復に関しては,シ ラン(SS-101)含 浸による防水強化処置について,

54年 度科学研究費(奨 励A,西 浦)で 行った研究を更に推 し進めると共に,装 飾瓦(鬼

瓦,軒 瓦等)の 人工擬瓦による成形修復について実験研究を行った。本研究成果を実
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修復技術部

際の重文建造物である愛媛県,定 光 寺観音堂で初めて実験的に応用 した。(西 浦)

過去に修復処置を実施 した石造文化財の経年変化と修復に関する問題点を把握する

ための追跡調査を行っているが,本 年度は,石 川県,重 文 ・明泉 、㌦}五重塔,沖 縄県,

重文 ・放生橋,天 女橋,玉 陵について行った。(樋U・ 西浦)

C受 託 研 究

1.城 山遺跡出土漆器の技法的調査とその処置法の研究(静 岡)

城山遺跡は伊場遺跡にほぼ近接する中世の遺跡で,漆 椀類が16点 ほど出土 した。

これ らの漆椀はほぼ完形の一点を除いて断片で,黒 漆塗,朱 塗(緋 柄塗),内 朱外黒

漆塗等変化に富んだ塗漆が見られる。ただ下地は例外なく炭粉の蒔地で,銃 下地等の

ものは含まれていない。木取 りもすべて横挽きで,材 は棚等の広葉樹である。

出土漆器の処置法としては従来PEG法,真 空冷凍乾燥法,ア ルコールエーテル法

等があるが,こ れらを並行して処li`iを試みると同時に,ア ルコールエーテル法ではパ

ラキシレンを試川した。この溶剤は13℃ で凝固する性質を持ち,そ の性質を利用 した

ものである。処置前に型取 りを行って処置によってどの様な変形が生 じるかの試験も

行ったが、PEG法 ではほとんど収縮は認められなたった。

2.仙 台市伊遼政宗墓所出土副葬品の保存処置に関する研究(宮 城)

今年度は新たに白梅蒔絃手箱に関する処置法の研究と銅製品の保存を取上げた。

白梅蒔絵 」三箱は出土時から大きく変形し,未 開封のまま置かれたが,内 容物はX線

透視で しかわかっていなたった。

蓋は木部をまった く失い漆膜のみであったので,こ れを出来るだけ大きな断片とし

て剥離させ,変 形を防ぐためアクリル板に狭んで保存した。蓋漆膜除去によって判明

した内容物は5×6cmほ どの墨と箪巻又は篁軸 と思われる残欠で,漆 塗 りの細棒 が

一本内在 した。

身箱はまだ木部が残存 し,や やつぶれた状態だが,形 は一応整っていた。

なおこの箱の特殊な技法としては,下 地 を施 こさず,そ のかわ りに薄い皮を貼っ

て,そ の上に塗漆 している状況が把握出来た。

今年度はこの状態で終え,来 年度蓋身の漆膜は新造 した箱に貼付ける処置を考えて

いる。
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銅製品はアクリル樹脂による含浸強化を計 り,銃 等は除いて整形 した。

3.香 川県史跡高松市 ・生駒親正夫妻墓の保存処置(香 川)

この処置は,特 別研究「石造文化財の保存 ・修復に関する科学的研究」の一環として

石造の修復技術確立のため実施 したものである。

角礫凝灰岩製の五輪塔で総高3.09m,と2.9mの2基 がある。風化が著しく,表 面

が粉状や層状に剥落 して梵字など全 く判 らな くなっている。処置は石全体をフランネ

ルで包み,ア ルキルアルユキシシラン(SS-101)を 含浸して石材表面の強化 を計 り
,

大 きな亀裂や欠損部はエポキシ樹脂(ア ラルダィ トCY230硬 化剤エポメー トBOO2)

細かい亀裂にはアルキルアルコキシシランにアクリル樹脂(パ ラロイ ドB72)を 溶 かし

て充順接着 した。欠失部はエポキシ樹脂に同種の石粉を混和 した樹脂擬石にて復原補

修した。

4.国 宝 ・量文日光社寺建造物の保存に関する研究(栃 木)

(保存科学部と共同研究29頁 参照)

D科 学 研究費

1.日 本古代の螺鋤技法の実証的研究(一 般研究(D)研 究代表者 中里寿克)

螺釦が工芸品に応用されるのは奈良時代か らで,鎌 倉時代に頂点に達 した。この研

究では各時代に遺された螺釦遺品について,主 に実体顕微鏡,X線 透視撮影等を用い

て,螺 釦1の切断技法,接 着技法,加 飾法等を実証的に調査 した。

今日までも幾つかの遺品を調査 しているがここでは末調査の古神宝類(春 日大社,

厳 島神社),中 尊寺螺釦什器類等を主に調査 し,更 にその範となったと思われる唐螺釧

鏡数点,鎌 倉時代螺釦鞍数点も実見 した。

この調査によって奈良時代か ら平安,鎌 倉時代にかけての螺釦技法の流れが一応把

握出来たと考えている。

2.古 建築保存処置へのシランカップリンゲ剤の応用

(奨励研究㈹ 研究者 西浦忠輝)

石造建築物の石,レ ンガ,コ ンクリー トや,木 材建築物の瓦,土 壁等のシリカ系無

機質部材の保存処置 としては,シ リコーン系樹脂(シ ラン)を含浸して強化す るのが最

も効果的であるとされている。 しか し,劣 化が特に激しい場合にはアクリル樹脂,エ
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情報資料部

ポキソ樹脂等,凝 集力の大きな有機系の樹脂が用いられる。 しか しなが ら,こ れら有

機系樹脂は無機系のシ リコーン樹脂と異 り,石 等の無機系材料と化学結合 しないので

処置効果の耐久性に問題がある。そこで,シ リカ系無機質材料と有機系樹脂の両方に

同時に化学結合する性質を持 っているシランカヅプリング剤の併用が有効ではないか

と考え,基 礎実験を行い検討 した結果,次 の知見が得 られた。

〔1)ア クリル樹脂,エ ポキシ樹脂ともに,シ ランカップリング剤の併用により,シ

リカ系石材に対する強化効果は増大する。

② 併用方法としては,樹 脂に混合するよりも,あ らか じめ被処理材の側にシラン

ヵヅブリソグ剤を浸み込 ませておく(前処理)方 が効果的である。

(3)シ ランカッブリング剤の併用効果は,劣 化促進処理により大きく現われる。即

ち,耐 久性の改神に大きく寄与している。

6情 報資料部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関す る研究資料 の作成,収

集,整 理,保 管等の業務を充実発展させ,さ らに研究所各部の所掌にかかる資料を対

象 とすることを目的として昭和52年4月 に発足 した。当部はその資料を文化財関係事

業のみならず,国 の内外の研究者の利用に供して,文 化財に関す る研究資料センター

の役割を果 している。当部研究員はこれ ら業務を行 うとともに,各 専門領域における

調査研究を進め,そ の成果を機関誌「美術研究」及び美術部 ・情報資料部合同で毎年開

催 される公開学術講座などで発表 している。

研究組織は文献資料研究室 と写真資料研究室の2室 よりなる。

文献資料研究室

研究文献資料の収集,整 理,保 管,閲 覧等の業務を分担するとともに,毎 年,日

本 ・東洋古美術に関する雑誌論文及び単行図書を分類集録した文献目録を編纂し,美

術史学界はじめ関連学界に貢献している。定期刊行物所載古美術関係文献について,

前回の昭和1P40年 の目録に引続き,昭 和41年以後の目録作成のための準備を続行し
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ている。

これ らの業務のほか,当 室研究員は,日 本 ・東洋古美術各分野で,専 門的調査研究

を進めてその成果を公表 し,ま た落款 ・印章に関する特別研究に参加している。
O

写真資料研究室

研究用写真資料の作成,収 集,整 理,保 管等を行う。本年も,従 来通 り各研究者の

調査研究活動に同行して研究資料を撮影 し,写 真資料を作成 した。また,そ れと平行

して,美 術研究所時代から撮影 しているガラス製写真原板のフィルム面が,剥 離剥落

や劣化が進んでいるので,転 写 し直す作業を実施 した。

これらの作業のほか,当 研究室員は 日本 ・東洋古美術について専門的な調査研究を

進めその成果を公表 した。他機関の科学研究費による特定研究1「 科学的調査法によ

る日本洋古代中世絵画の実証的研究」(代表者 学習院大 学 秋山光和)に 参加 した。

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.日 本及び中国 ・朝鮮の古代彫刻の研究

(1)日 本 の古代彫刻と中国 ・朝鮮の仏像との比較研究

わが国の古代仏と諸外国の仏像との比較に関しては,4月 に韓国 の慶州南山の石

仏,10月 に中国敦煉石窟及び嫡霊寺の仏懐等の調査を行 った。また薬師寺講堂の如来

三尊{象の科学的調査 も合わせて行った。(久 野)

(2)渡 来仏の研究

国内にある中国及び朝鮮仏の調査に従事 した。(久 野)

㈲ 東アジアの石仏の研究

韓国慶州,中 国敦煙の他,5月 にはボルブ ドールの石彫の調査を行い,国 内では諸

地方に散在す る石仏を踏査 した。(久 野)

2.東 洋 絵画史研究

(1)中 国絵画研究

日本古代中世絵画に多大の影響を及ぼした中国絵画について,敦 煙石窟壁画をは じ

1,
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め蘭州,酒 泉,上 海,蘇 州の各博物館所蔵の中国絵画を現地調査した。

(上野 ・口関 ・江上)

(2)高 麗仏画の調査を続行,京 都国立博物館と大和文華館で,こ れまで未調査だっ

た数点及び新出の資料について調査を行った。(上 野)

(3)高 麗写経の装飾ならびに高麗版経中の挿図の調査研究を行った。(江 上)

(4)敦 燈石窟の現地調査に伴い,壁 画の編年及び絹絵作品の編年について研究を続

行 した。(上 野)

⑤ キジル壁画及びペゼクリク壁画についての研究継続中。(上 野)

3.日 本古代中世絵画研究

(1)仏 教絵画研究

丸岡家蔵烏枢葱摩明王図,千 葉県宝珠院蔵両界蔓茶羅,同 寺蔵弘法大師像の調査な

らびに佐倉市教安寺蔵仏浬繋図,千 葉県宝珠院蔵仏渥架図の調査。(関 口)

薬 師寺蔵吉祥天図,慈 恩大師図の調査を行った。(米 倉)

(2)仏 教 説話画研究

當津市真福芋蔵八宗論図,聖 衆来迎寺蔵六道絵の調査。(関 口)

(3)高 僧伝絵の研究

法然上人伝絵研究の一環として妙定院本(9巻 本),増 上寺本,東 博本,光 照寺本(掛

幅本),妙 源寺本(同),岡W県 博本(断 簡)の調査を行った。(米 倉)

4.日 本近世絵画の研究

{1)近 世障屏画の研究

東京及び京都を中心に個人コレクション所蔵の障屏画作品の調査研究を行った。

(鈴木)
② 関東南画の研究

埼玉県本庄市,深 谷市を中心に金井鳥洲の作品の調査と関連資料の収集を行った。

(米倉 ・鈴木)
5.東 洋古代文様史の研究

インドネシアのボロブ ドールその他の遺跡において,中 国との関係を含む文様史の

調査研究を行い,ま た中国敦爆において,六 朝か ら宋にいたる壁画,天 井画中の文様

を調査研究 した。(江 上)

6.東 洋美術に関する交流関係資料の研究
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56年 度UN催 の「東アジアにおける美術交流」のシンポジウムに備えて,関 係文献の調

査収集研究を行 った。.(上野 ・江上 ・米倉)

B科 学研究費

古彫刻の構造の検出方法に関する研究(特定研究(1)研 究代表者 久野 健)

古彫刻の内部に使われている釘などの寸法と位置を,X線 立体写真の実体視による

観寮と一対の写真画像からの計算処理によって定量的に求める方法を研究した。先ず

モデル実験を行なって測定精度を確認し,実 際に仏像を調査するときの寸法の精度を

推定することにした。相対誤差がほぼ7%で,仏 像の解体修理前の情報としては有効

な精度であったので,こ の方法により岡崎市滝山寺帝釈天立像を調査し,そ の構造に

関して種々の知見を得ることができた。

7主 要研究業績

所 長 室

伊藤 延男(所 長)

② 日本建築の古典

② 城郭建築(作品解説とも)

③ 空からみた造型

大 阪 城,丸 亀 城,五 稜 郭,彦 根 城,

城 宮 跡,藤 原宮 跡,西 都 原 古 墳 群 神 宮(内 宮),住 吉 大 社,竹 生 島,平 安神 宮,北

野 天 満宮,厳 島 神 社,賀 茂 別 雷 神 社,春 日大 社,法 隆 寺,興 福 寺,教 王護 国 寺

(本 寺),本 願 寺(西),慈 照 寺,清 水 寺,大 徳 寺,唐 招 提 寺,京 都 御 所,桂 離 宮,

鹿 苑 寺,栗 林 公 園,六 義 園

OStudyofcostcontrolofarchilecturalconservationprojectsinJapan

ユ ネ ス コに提 出55.5

週 刊朝 日「百 科 世 界 の美 術 」10655.4

〃 〃11855.6

〃 〃106～13955.4圃 レ11

さ きた ま古 墳 群,仁 徳 陵,石 舞 台 古 墳,平

③ 動的映像の保護保存に関する報告

政府専門家会議に出席して

② 東大寺大仏殿背後の山の築造をめぐって

一文化財保護の原点を探る一

② 文化財保護の理念と法律

一42一

文化庁月報55.6

仏教芸術13155.7

「文化財虫菌害保存必携」55.8



主 要 研 究 業 績

Q2ConservationWithinhistoricbuildingsinJapan

PreprintsoftheContributionstotheUenaCongress55.9

⑥ 茶 で 結 ば れ た 日本 の 美 サ ン ケ イ新 聞55.10

Q2ThesafeguardingofhistoricdistrictsinJapan

WarsawSimposiumofICOMOS55.10

② 未 曽有 の 大 伽 藍 「日本 古 寺 美 術 全 集 」4.55.11

③ 図 版 解 説 東 大 寺 金 堂,南 大 門,法 華 堂,鐘 楼,念 仏 堂,転 害 門,開 山 堂,

新 薬 師 寺 本 堂 「日本 古 寺 美 術 全 集」4,55.11

美 術 部

川 上 浬(美 術部 長)

④ 正 倉 院 の絵 画 台北 ・中央 研 究 院 主 催 国 際 漢 学会 議55.8

田 村 悦 子(主 任研 究官)

② 法 然 寺 本地 蔵 霊験 絵 巻 の逸 出 した 詞 書 一 古 筆 粟 田 切 に つ い て

「新 修 日本絵 巻 物 全集 」2955.4

③ 来 月 に は賀 茂 祭 蜻 蛉 日記 絵 詞 に つ い て 北 日本 新 聞55.4

③5月 の感 想 旧暦 卯 月 と蜻 蛉 日記 絵 詞 秋 田魁 新 報55.5

③r去 夏帖 』の用 語に つ い て 材 か村 か 大 東 文 化322号55.12

①

②

②

②

②

②

⑤ 親鶯上人の書について 昭和55年度重要文化資料選定協議会

柳澤 孝(主 任研究官)

在外日本の至宝1仏 教絵画(編著)毎 日新聞社

天平絵画の展開(並びに作品解説)朝 日百科 ・世界の美術106

正倉院の絵画(並びに作品解説)〃107

鎌倉時代の絵画(並びに作品解説)〃113

同 〃113

②

③

ボストン美術館蔵の四天王図一新発見の廃寺永久寺真言堂障子絵一

在外日本の至宝1

称名寺金堂壁画考 三浦古文化28号(刊行56.3)

東京芸術大学蔵醍醐寺五重塔壁画叉部像,明 王部図像

東京芸術大学蔵品図録絵画1(刊 行9月)
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55.7

55.9

55.4

55.4

55.5

55.5

55.9

55.11

55.3

J



一

調 査 研 究

③ 地獄草紙 断簡(ボ ス トン美術館蔵,シ ア トル美術館蔵),観 普賢経見返絵,

尊 円法親王像 在外 日本の至宝2絵 巻物55.5

③ 釈迦霊鷲山説法,九 曜七星降臨,大 威徳明王,弥 勒如来下絵,金 剛界曼茶羅諸

尊図様,愛 染曼茶羅,九 曜秘暦,火 曜星 在外日本の至宝155.9

③ 馬頭観音,普 賢延命菩薩,一 字金輪

原色日本の美術27在 外美術(絵 画)55.11

④ 称名寺金堂壁画考

猪川 和子(主 任研究官)

② 塑像について

③ 石工 偉才(貞治の石仏)石仏紀行

③ 石仏のみかた 同

⑤ 観音彫像

田實 榮子(主 任研究官)

① 紀州東照宮の染織品

④

0

美術部 ・情報資料部研究会55.12

特定研究古文化財報告書

暁教育図書

同

美術部・情報資料部公開学術講座

55.3

55.11

55.11

55.12

芸艸堂55.7

片倉家伝来黒編子小袖の修復経過について 第3回 古代染織サロソ56.2

紀州東照宮の伝徳川家康所用小袖四領一紀州東照宮染織品調査報告ニー

美術研究31656.3

② 紀 州東照宮に伝えられた家康公の御着服 大日光53号56.2

陰 里 鉄郎(主 任研究官)

② 川原慶賀について 「川原慶賀展」目録 ・西武美術館55.4

② 日本の近代洋画の先駆者たち

「近代洋画の先駆者たち展」目録 ・中日新聞社55.4

② 近代洋画の発足と展開 朝 日百科「世界の美術」131号55.9

② 明治中期か ら大正昭和初期における滞欧画家たち「日本の洋画家における滞欧

作展」 北九州市立美術館55.10

② 大正 ・昭和の美術 「図説 ・日本の文化史」小学館55.11

② 農画工 ・小川芋銭の写生 「小川芋銭の写生」グラフィック社55.12

③ 若杉五十八筆「鷹匠図」ほか,7点 「芸大蔵品図録」絵画∬55.6

③ 関根正二筆「死を思ふ 日」 美術研究315号55,12
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②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

④

④

主要研究業績

川原慶賀筆「近世職業図鑑」1～3

TheLioninJapanese(ラ イオン誌)23-8^-1056.1～3

150年 ぶ り里帰 りの川原慶賀 日本工業 クラブ55,6

亜欧堂田善と江戸洋風画 町田市立博物館55,10

近代洋画の人間像 山口県立美術館55,10

明 治初期の美術一 狩野芳崖 ・高橋由一を中心に

ユネスコ東アジア文化研究センター専門委員会 ・アジア諸文化の特色56.1

⑤ 日本の水彩画と萬鉄五郎

⑥ 慶賀・150年ぶり里帰り

⑥ 夫折の画家 ・関根正二

官 次男(第 一研究室長)

絵巻物に見る日本仏教

文学と絵巻のあいだ

高僧伝絵巻と縁起絵

新しい人間像の探究一南北朝の絵画一

稚児の絵巻

法華経の絵と今様の歌

絵巻と信仰生活

在米の弘法大師伝絵巻について

槻峯寺建立修行縁起について

鎌倉美術とリアリズム

祖師伝絵巻の流布

絵巻にみる「往生要集」

八幡縁起絵巻

天稚彦草子絵巻

鼠草紙絵巻

仏教説話と絵画

延命寺の極楽地獄図

増田 勝彦(第 一研究室)

岩手県立博物館56,2

日本経済新聞 ・朝刊55.5,7

「素敵な女性」a‐1i55,11

「新修日本絵巻物全集」別巻1

「新修日本絵巻物全集」別巻2

一45一

東洋学術研究19-155.4

国語と国文学67555.5

朝 日百科「世界の美術」11355.5

「図説日本の古典」11集 英社55.8

同 上

仏教芸術13255.9

「探 訪日本の古寺」13小 学館55.10

「原色日本の美術」27小 学館55.11

角 川書店55.11

「日本の古典」10集 英社55.12

同 上

同 上

角川書店56,2

同 上

同 上

説話文学会(二 松学舎大学)55.6

美術部 ・情報資料部研究会55.7



胸査 研 究

② 製紙に関する古代技法の研究(共)

⑥ 文化財修理と科学

関 千代(第二研究室長)

① 近代の肖像画(近代の美術60)

③ 美術雑誌の変遷

③ 前田青邨作品集

③ 狩野芳崖の写生帖下

③ 中村貞以について「中村貞以展」目録

③ 中村貞以の芸術

⑥ 小林古径年譜「小林古径作品集」

三輪 英夫(第 二研究室)

③ 長崎の洋風画

③ 岡田三郎助について

③ 明治初期洋画家の西欧理解

③ 洋風画研究における長崎

④ 百武兼行筆海辺図他について

芸 能 部

三隅 治雄(芸 能部長)

① 大衆芸能資料集成第1巻 「祝福芸1

① 若柳吉三次芸談

② 舞楽の民俗

② 民隠研究の今日と明日

② 東京の神楽

⑤ 伝統芸能と日本人

⑤ 日本の民俗芸能と新潟県

⑥ 茨城県の民俗芸能

⑥ 日本の民俗芸能と民謡

保存科学20号56.3

昭和55年 度文化財修理技術者養成講習会

至文堂55.9

絵No.20055,10

鹿島 出版会56.1

美術研究316号56.3

読売新聞社56.3

新美術新聞56.3

朝 日新聞社56.3

週 刊朝 日百科「世界の美術」12855.9

「藤 島武二 ・岡田三郎助展」図録55.11

「MuseumKyushu」 第1号55.12

「西 日本文化」16856.1

美術部 ・情報資料部研究会56.3

萬歳」(共著)三 一書房

芸能発行所

雅楽界55号

国文学増刊号

文化財の保護(東京都教育委員会)13号

光市教育委員会

新潟県文化財指導者講習会

茨木県立博物館

文化庁文化財指導者講習会

一46一

55.6

55.6

55.4

55.6

56.3

55.?

55.8

55.10

55.10

1
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⑤ 千葉県の民謡と民俗芸能

⑤ 伊那谷の芸能

⑤ 「女」の芸

⑤ 万歳の系譜

佐藤 道子(演 劇研究室長)

④ 東大寺修二法要形式の特異性(→一悔過作法一

④ 東大寺修二法要形式の特異性⇔一祈願作法一

⑤ 二月堂について

⑤ 悔過会について

④ 東大寺修二法要形式の特異性b一 付加作法一

⑥ 佐渡の能楽界興隆の機整う

⑦ 女方のしぐさ

松本 雍(演 劇研究室)

③ 綜合新訂版「能楽全書」第5巻,解 題・補注

③ 「翁・御奥能 ・御表能」項目解説

柿木 吾郎(音 楽舞踊研究室長)

主要研究業績

千葉県文化財指導者講習会55.11

飯 田創造館55.12

芸能部公開学術講座56.1

九 州芸術祭56.2

二月堂研究会

二月堂研究会

ダルマ ・サソガの会

ダルマ ・サンガの会

二月堂研究会

新潟 日報

芸能部公開学術講座

「国史大辞典」第2巻

55.7

55.10

55.10

55.11

55.12

55.6

56.1

55.8

55.7

●RegionalFolkSongStylesinJapanandSomeParallelsinlndonesian

Songs.The4thInternationalSymposiumontheConservationandResto-

rationofCulturalProperty.55.8

山 本 宏 子(音 楽 舞 踊研 究室)

⑥ 韓 国 の 鐘 季 刊 邦 楽23号55.6

●Children'sGameSongsinlndonesia.The4thlnternationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalProperty,55.8

④ イ ソ ドネ シ ア のわ らべ 歌一 ジ ャ ワの ドラナ ンー

東 洋 音 楽 学 会 定 例 研 究 会56.2

横 道 萬 里 雄(音 楽舞 踊研 究 室)

⑥ 面 装束 と舞 台 の特 質NHK文 化 セ ンタ ー55.4～6

⑥ 「熊 野」 箏 曲 の 伝 統 を 守 る会55.9

⑤ 謡 と唯 子 の し くみNHK文 化 セ ン ター55.10～12
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調 査 研 究

⑤ 「砧」 箏曲の伝統を守る会56.2

⑥ 「観世寿夫著作集」編集 平凡社55.10^56.3

羽田 腿(民 俗芸能研究室長)

② 能 ・狂言 ・幸若のく語 り〉 「月刊文化財」55.9

③ 京 観世をたずねてCBSソ ニーレコー ド55.10

③ 観 世鋏之丞の芸第一集CBSソ ニーレコー ド56.2

⑤ 女方の歴史 芸能部公開学術講座56.1

⑥79年 の能界r演 劇年報』55.5

中村 茂子(民 俗芸能研究室)

大衆芸能資料集成 ・第二巻 祝福芸II・ 大神楽(共 著)三 一書房56.1①

③

⑥

②

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

④

江戸大神楽曲目解説

千葉県民謡緊急調査報告書

仲井幸二郎(民 俗芸能研究室)

童唄民俗論一歳事唄篇

民謡を読む

口訳民謡集 ・夏の山唄

ロ訳民謡集 ・おばば

口訳民謡集 ・新庄節

口訳民謡集 ・シャンシャン馬道中唄

口訳民謡集 ・姉 こもさ

口訳民謡集 ・日向木挽唄

ロ訳民謡集 ・北海舟漕ぎ流 し唄

正月と童唄

実習民謡曲集 ・曲目解題(専 科)

民謡 と民話ほか8篇

口訳民謡集 ・といちんさ

口訳民謡集 ・文字甚句

口訳民謡集 ・ホッチョセ

山家鳥虫歌(共 同研究)

国立劇場第35回 民俗芸能公演56.1

千葉県教育委員会56,3

国 文 学 論 叢 新 集255.10

国 文 学 増 刊 号55.6

み ん よ う文 化55.6

み ん よ う文 化55.7

み ん よ う文 化55.8

み ん よ う文 化55.9

み ん よ う文 化55.10

み ん よ う文 化55.11

み ん よ う文 化55.12

教 室 の 窓55.12

日本 音 楽 教 育 セ ン タ ー55.12

読 売 民謡 全 集55.12

み ん よ う文 化56.1

み ん よ う文 化56.2

み ん よ う文 化56.3

芸 能55.4～55.8
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民謡と新民謡

民謡の輪廓1

⑤ 民謡の輪廓2

⑤ 民謡の常識1

⑤ 民謡の常識2

⑤ 日本民謡の知識(カセット)

⑤ 日本民暗への知識

⑤ 北陸の唄と踊

⑤ 山の唄 ・海の唄

⑤ 二つの祝い唄

⑤ 海の唄 ・座敷の唄

⑥ みんよう対談(連載)

⑥ 民話との出会い

⑥r日 本民謡大観』書評

⑥ 千葉県民瞬緊急調査報告書

主要研究業績

日本青年館55.4

日本民瞬協会指導者講習会55.5

日本民揺協会指導者講習会55.7

日本民謡協会指導者講習会55.7

日本民謡協会指導者講習会55,8

日本民謡協会55.8

古典セ ミナー例会55,8

全国民驕民舞講習会(札幌)56.2

全国民瞬民舞講習会(府 中)56.2

全国民謡民舞講習会(大阪)56.3

全国民話民舞講習会(高 崎)56.3

み んよう文化55.4-x55.7

源 流第2号55,10

芸能55.11

千葉県教育委員会56.3

保 存 科 学 部

江 本 義 理(保 存 科 学 部 長)

1QDeteriorationofJapaneseWoodenPanelPainting:anApprochtothe

StudyofMalachiteStaining"Rokusho-Yake."The3rdInternationalSym-

posiumoftheConservationandRestorationofCueturalProperty.55.11

② 水 中 遺 物 の 保 存 に 関 す る研究

古 文 化財 に関 す る保 存 科 学 と人 文 ・自然 科 学 年 次 報 告 書56.3

② 東 洋 古 代 ガ ラス の 化 学 分 析(馬 渕 と共 著)東 洋 古 代 ガ ラス 国 立 博 物 館56.3

③ 古 墳 の 中 の 空 気 一 古墳 壁画 の保 存 を模 索 す る。 自然35-855.8

④ 水 中 遺 物 の 保 存 特 定 研 究 「古 文 化 財 」研 究 会56.3

④ 中 性 子 放 射 化 分 析 に よる 古代 ガ ラス の主 成 分 元 素 ・微 量 元 素 の 定 量

(富 沢 ・牧 島 ・下 平 ・富 永 と協 同)古 文 化 財 科 学研 究 会 講 演 会55.5

④ 古 代 ガ ラス の放 射 化 分 析(第1報)(富 沢 ・牧 島 ・下 平 ・富永 と協 同)
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調査 研究

放射化学討論会55.10

⑥ 文化財の材質と劣化 文化財虫徽害保存研究会 ㈲文化財虫害研究所55.9

⑤ 保存科学概論

昭和55年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修会 奈良国立文化財研究所55.10

門倉 武夫(主 任研究官)

② 煽蒸後の残留ガスの安全廃棄処理について

考古学 ・美術史の自然科学的研究55.11

④ 文化財周辺の粉じんについて 第2回 古文化財講演会大会55.5

石川 陸郎(主 任研究官)

② 博物館・美術館の展示照明光源 博物館研究Vo1.15No.655.6

② 古彫刻の構造検出方法に関する研究

古文化財に関する保存科学と人文 ・自然科学(特定研究年次報告)56.3

④ 採光法からみた浄土寺浄土堂の堂内空間構成の特徴

第2回 古文化財講演会大会55.5

⑥ 海外峯情調査に参加して 一美術館における展示環境一

日本博物館協会海外事情調査報告書56.3

鳥渕 久夫(化 学研究室長)

② 鉛同位体比測定による日本及び中国出土考古遺物の産地の研究(山崎らと共著)

文部省科学研究費特定研究「古文化財」総括報告書55.3

②X線 断層撮影Y'よる仏像の調査(三浦・本間と共著)

計測自動制御学会論文集16巻2号55.4

④ 銅鏡の鉛同位体比 日本地球化学会年会(鹿児島大学)55.10

③ 青銅器の謎と同位体化学 自然36巻1号56.1

④ 鉛同位体比の考古学への応用 質量分析学会同位体比部会(箱根)56.3

④ 鉛同位体比から見た青銅鏡原料の産地 特定研究「古文化財」研究会

② 竹島御家老屋敷古墳出土鏡片の鉛同位体比による同定

MUSEUM357号55,12

見城 敏子(物 理研究室長)

② 湿度調節剤に関する研究(第1報)(省 エネルギーの為の湿度調剤について)
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主要研究業績

保存科学20号56.

② 文化財の長期保存に関する研究(2)文 化財顔料への酸素濃度の影響

古文化財之科学25号56.

三浦 定俊(物 理研究室)

②X線 断層撮影による仏像の調査 計測白動制御学会論文集16巻2号55.4

② 古代ガラス研究への試考(本 間 ・長渕と共著)

考古学雑誌66巻3号55.12

② 壁 画の材料 ・技法と地下水の上昇に関する研究 保存科学20号56.3

③ ラスコー洞窟壁画保存の現状一高松塚古墳壁画の保存にちなんで一

月刊文化財55.6

③X線 断膚撮影による仏像の調査OHM55.8

④X線 コンピュータ断層撮影の文化財への応用

第2回 古文化財講演会大会55,5

④ システム論的にみた美術品展示 ケースの設計(1)

第19回SICE学 術講演会55.8

④ ガ ラス玉の屈折率測定 第2回RESESシ ンポジゥム55.10

④ 科学的調査法による日本古代中世絵画の実証的研究(秋 山 ・柳沢らと共同)

特定研究「古文化財」昭和55年 度年次報告書56.3

⑤ 文化財保存における湿度計測 計測自動制御学会第45回 温度計測部会55.9

新井 英夫(生 物研究室長)

① 生物による劣化とその防除一集落遺構の保存一千葉市加曽利貝塚博物館56.3

② 文化財の長期保存に関する研究(第1報)

(1洞 時2軸 延伸ポリビニルアルコールフィルムの文化財生物劣化防止への応用

(森 と共同),古 文化財の科学25号55.12

② 博物館等の漁蒸設備について(そ の1),(森 と共同)

文 化財の虫菌害1号56.1

② コンクリー ト壁体のガス透過性について(そ の1),(森 と共同)

保存科学20号56.3

② 軸 装の昆虫による被害について(森 と共同)保 存科学20号56.3
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調 査 研 究

② 新設煽蒸庫について(森 と共同)保 存科学20号56.3

④ 文化財の移動漁蒸車について(森 と共同),第2回 古文化財講演会大会55.5

④ 開館前後の新設博物館における虫菌害(森 と共同),

第2回 古文化財講演会大会55.5

⑤ 建物の爆蒸と防カビ対策,建 物の防カビ対策講習会,衛 生技術会55.6

⑤ 木質文化財の微生物被害とその対策,

第2回 文化財虫徽害保存研修会講演 側)文化財虫害研究所55.8

⑤ 書籍 ・古文書等の微生物被害とその対策,

第2回 研修会講演 ㈲文化財虫害研究所55.10

⑤ 文化財虫菌害防除作業主任者の研修と能力認定の第2回 講習会講演

側)文化財虫害研究所56,1

森 八郎

① シロアリ詳説(共 著)㈹ 日本しろあ り対策協会55.9

① シロアリ防除ダイジェス ト(改訂版)(共 著)同 上56,1

② わが国に生息する"住 まいの害虫"リ ス ト(続)〔II〕 各論3.膜 翅 目4.鱗

翅 目5.網 翅 目6.総 尾 目7.噛 虫 目8.双 翅 目9.直 翅 目

しろあり41号55.4

② シ ロアリと人間生活 泉2855.5

② 文 化財の長期保存に関する研究(第1報)

(1洞 時2軸 延伸ポ リビニルアルコールフィルムの文化財生物劣化防止への応用

(新 井と共同)古 文化財の科学2555.12

② 殺 虫剤としての有機錫化合物 ペス トコントロール3356.1

② 文化財の漁蒸 文化財の虫菌害156.1

② 残効性ピレスロイ ド剤のScreeningtests,ペ ル メトリソのイエシロアリに対す

る防蟻効力試験一薬剤処理杭試験体の2年4ヵ 月経過時の成績

保存科学2056.3

② コンクリート壁体のガス透過性(そ の1)(新 井 と共同)

② 軸装の昆虫による被害について(新井 と共同)

② 新設燥蒸庫について(新井と共同)

一52一
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主要研究業績

④ 文化財の移動漁蒸車について(新井と共同)第2回 古文化財講演会大会55.5

④ 開館前後の新設博物館における虫菌害(新 井と共同)同 上55.5

⑥ わが国におけるシロアリの種類,分 布,生 態,被 害調査並びに防除

㈹日本しろあ り対策協会関東支部講演55.8

⑥ 文化財の虫害と防除,第2回 文化財虫微害保存研修会講演

㈲文化財虫害研究所55.8

⑥ 書籍 ・古文書等を加害する昆虫とその被害対策第2回 研修会講演 同上55.10

⑥ 害 虫 ・かび保存修復研修会 文化庁美術工芸課55.10

⑤ 文 化財虫菌害防除作業主任者の研修と能力認定の第2回 講習会講演

側)文化財虫害研究所56.1

⑥ 家屋内一般害虫とその防除,第16回 ねずみ衛生害虫駆除技術研修会講演

㈱日本環境衛生セソター56.3

⑥ シ ロアリの被害と防除 アニマ9155.9

⑥ 家屋害虫最近の状況(講 演要旨)家 屋害虫7・855,12

⑥ わが国におけ るシロアリの種類,分 布,生 態,被 害調査並びに防除(テ キス ト)

㈹ 日本しろあり対策協会関東支部55.8

⑥ 家屋内一般害虫とその防除(テ キス ト)㈲ 日本環境衛生セソター56.2

修復技術部

田辺三郎助(修 復技術部長)

② 重源と運慶 ・快慶

② 江戸時代再興の東大寺大仏脇侍像について

② 称名寺本尊 ・弥勒菩薩像をめぐる諸問題

② 材質 ・技法からみた天平彫刻

③ 木造舞楽面(住吉大社)他

③ 木造菩薩坐像(クリーブランド美術館)他

④ 彫刻における材質 ・技法・様式の関係

④ 仮面と仏教

⑤ 海外における博物館
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ミa^ジ アム350号

仏教芸術131号

三浦古文化28号

「日本古寺美術全集」4

「解説版新指定重要文化財」3

「在外日本の至宝」8

文化庁重要文化資料選定協議会

仏教美術研究上野記念財団助成研究会「仮面と宗教」

文化庁指定文化財展示取扱講習会

55.5

55.7

55.11

55.11

56.3

55.7

55.7

55.11

55.?



調査 研究

⑥ 欧米の博物館・美術館にある極東古美術品とその保存

古文化財科学研究会

⑥ 文化財修理と科学

中里 寿克(第 一修復技術研究室長)

①_1:総 山王山古墳発掘調査報告書(共)

① 八幡山古墳石室復原報告書(共)

② 春日大社御神宝蒔絵箏

⑥ 出土中世漆器の諸問題

西浦 忠輝(第 一修復技術研究室)

文化庁修理技術者講:習会

55.9

55.10

55.3

55.3

ミュー ジ ア ム352号55,7

第10回 文化 財 修復 研 究 協 議 会55.10

② 古建築修復用人工木材の特性一特にアラルダイトXN1023に ついて一

考古学 ・美術史の自然科学的研究55,11

② 古建築構造材の力学的研究一継手の強度について一(杉 山と共同)

考古学 ・美術史の自然科学的研究55,11

② 丹醜 り塗装の耐久性(西 川 ・樋口 ・中里 ・茂木と共同)

考古学 ・美術史の自然科学的研究55.11

② 瓦の保存 ・修復に関する研究〔1〕再使用を目的とした古瓦の強化処置

保存科学19号56,3

② 瓦の保存 ・修復に関する研究〔∬〕重文 ・定光寺観音堂の古瓦の保存 ・修復処

f保 存科学19号56.3

③ シラン含浸による劣化瓦の強化処置 定光寺観音堂修理工事報告書56.3

④ 寸法安定化処理材の接着性能(堀 岡 ・皆川 ・高瀬 ・谷崎と共同)

接着研究発表会55.6

⑤ 材料(特 殊材)文 化財建造物修理主任技術者講習会55.9

髄 田 武良(第 二修復技術研究室長)

② 金ク罫1について一来舶画人研究一 美術研究31455.9

② 伊孚九と李用雲一来舶画人研究一 美術研究31555.12

② 費漢源と費晴湖一来舶画人研究三一 国華ユ03655,7

③ 名古屋市鶴舞中央図書館蔵内田蘭渚宛十時梅厘書簡 上 国華103956.1

③ 〃 下 国華104056.2
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主要研究業績

③ 書画の保存(編 訳)季 刊水墨画1455.10

③ 中 国出土飽水漆器の保護(訳)保 存科学2056.3

樋ロ 清治(第 三修復技術研究室長)

② 合成樹脂による古建築構造材修復の最近の実例 保存科学19号56.3

② 集 落遺構の保存(合 成樹脂による保存処置)千 葉市加曽利貝塚博物館56.3

④ 建 造物修理と合成樹脂一その歴史と展望一

昭和55年 度重要文化資料選定協議会55.7

⑥ 美術工芸品修理に使う合成樹脂

昭和55年 度美術工芸品修理技術者講習会55.11

⑥ 昭和55年 度埋蔵文化財発掘技術者専門研修(遺 物保存科学)

一保存材料の沿革一55 .12

④ 合成樹脂による石造文化財修復の沿革 と問題点

文部省科研費特定研究「古文化財」サロン「石造文化財の保存」

青木 繁夫(第 三修復技術研究室)

② アル ・タール出土染織皮革遺物の研究 ラーフィダーソ第1巻55,3

②1;石 炉 の取 り上げ保存処置 御伊勢前遺跡発掘調査報告書56.3

情報資料部

久野 健(情 報資料部長)

② 対馬の朝鮮仏

② 山口菩提寺山の磨崖仏

② 飛鳥仏の誕生

② 古代日本の仏たち

② 生きている新羅仏

③ 平安時代前期の美術「世界の美術」108

③ 彫刻「世界の美術」108

③ 黒石寺薬師如来像の胎内銘

③ 平安の仏たち「探訪日本の古寺」12

② 知られざる古代仏十選

一55一

朝 鮮 文 化4655.6

史 迩 と美 術50855.9

美 術 研 究11555.12

古 代 美 術 館1356.1

朝 鮮 文 化4956.3

週 刊 朝 日百 科55.4

週 刊 朝 日百 科55.4

地 誌 と歴 史2455.5

小 学 館55.6

日本 経 済 新 聞55.6



調 査研 究

③ 運慶の銘札「国史大辞典」2

③ 飛鳥,白 鳳の仏「探訪日本の古寺」2

⑤ 飛鳥仏の誕生

⑤ 止利仏師と飛鳥仏

⑤ 興福寺の仏像

⑤ 東北古代仏の魅力

⑤ 日本の仏録と東アジァ

江上 緩(主 任研究官)

月報 吉川弘文館

小学館

古代学協会講演会 於学士会館

京都国立博物館夏期講習会

真珠の小箱 大阪毎日テレビ

小学館文化講演会 於仙台

大阪東アジアを考える会 於大阪

0

0

0

⑥ ボス トン美術館の日本 ・中国絵画(翻 訳)「岡倉天心全集」2

⑥ 中国日本部の新収品(翻 訳)

⑥ 中国及び日本の鏡(翻 訳)

⑥ 中国の玉(翻 訳)

⑥ 中国 ・日本新収品展(翻 訳)

上野 アキ(文 献資料研究室長)

② 高麗仏画の種々相,及 び解説24点

③ 敦煙 ・阿弥陀浄土図,キ ジル ・菩薩と楽天との交歓図

「世界の美術」8

⑤ トゥルファソ遺蹟の現状

⑤ 講座シルクRド の美術

⑤ ベゼクリク石窟の壁画

⑥ 書評 ・アリバウム著,加 藤九酢訳「古代サマルカン ドの壁画」

② 王朝の文様 と意匠「世界の美術」110(平安時代後期の美術Ⅱ)

週刊朝日百科

晴唐以前の中国における西方系文様 日本美術工芸510

新 出の金剛証寺蔵紺紙金字荘厳経 美術研究314

庭 園及び工芸 ・絵画の水のモチーフ「日本の庭園」1講 談社

平凡社

同 」二

同 上

同 上

同 上

55.7

55.12

55.4

55.8

55.10

55.10

56.2

55.5

55.6

55.9

55.9

55.6

「高麗仏画」朝日新聞社56.2

ぎょうせい56.2

古文化財の科学研究会55.4

東京女子大学同窓会55.5～6

美術部 ・情報資料部公開学術講座55.12

米倉 迫夫(文 献資料研究室)

② 肖像画「世界の美術」113(鎌倉時代の美術II)

-56一

月 刊 シル ク ロー ド6-955.12

週刊朝 日百科55.5

■
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主要研究業績

② ボス トン美術館本「うたたね草紙」について「新修日本絵巻物全集」別巻2・

在外編 角川書店56.2

② 西導寺蔵掛幅本「法然上人伝絵」について 美術研究31656.3

③ 目無経,時 代不同歌合絵断簡(作 品解説)「東京芸術大学蔵品図録」絵画1

55.4

③ ボス トソ本 ・プリア本 うたたね草紙(作 品解説)「在外 日本の至宝」2

毎 日新聞社55,5

③ 愚直師侃図 国華104056.2

④ 西導寺本「法然上人伝絵」 美術部 ・情報資料部研究会55.7

関口 正之(写 真資料研究室長)

② 絵画「世界の美術」108(平安時代前期の美術)週 刊朝 日百科55.4

② 仏 教絵画「世界の美術」110(平安時代後期の美術II)週 刊朝 日百科55.5

② 来迎図の世界「探訪日本の古寺」7小 学館55.8

③ 仏教絵画作品解説「世界の美術」109(平安時代後期の美術1)

週刊朝日百科55.4

③ 丸岡家蔵鳥枢琶摩明王図 国華104056.2

③ 仏教絵画作品解説「神奈川県文化財図鑑 ・絵画篇」 神奈川県教育委員会56.2

鈴木 廣之(写 真資料研究室)

② 押絵貼 り屏風形式の架鷹図について「日本屏風絵集成」12講 談社55.7

② 宗達と古典の世界「世界の美術」122週 刊朝日百科55.7

④ 園城寺旧子院日光院障壁画について 文化庁重要文化資料選定協議会55.7

8そ の 他 の 研 究 活 動

ほかの機関における講義など

伊

川

宮

田

(氏 名)

藤 延

上

男

淫

男

子

次

悦

上

村

(機 関 名)

明治大学大学院非常勤講師

京都大学文学部非常勤講師

東北大学文学部非常勤講師

青山学院大学非常勤講師

一5?一

(担当科目)

文化財保存特論

美学美術史学

東洋 ・日本美術史

美 術



子

子

子

郎

夫

雄

子

理

夫

夫

健

夫

キ

之

綬

究研

和

栄

栄

鉄

英

治

茂

義

久

久

辿

ア

正

査

川

実

実

里

輸

隅

村

本

渕

渕

野

倉

野

口

上

調

猛

田

田

陰

三

三

中

江

馬

馬

久

米

上

関

江

帝京大学非常勤講師

お茶の水女子大学大学院非常勤講師

日本女子大学大学院非常勤講師

東京芸術大学非常勤講師

池坊お茶の水学院非常勤講師

成城大学大学院非常勤講師

実践女子大学非常勤講師

東京芸術大学美術学部非常勤講師

東京大学工学部非常勤講師

東京工業大学理学部非常勤講師

東京大学文学部非常勤講師

成瞑大学非常勤講師

武蔵野美術大学非常勤講師

武蔵野美術大学非常勤講師

埼玉大学教養学部非常勤講師

日本美術史

服飾史特論皿

服装文化史特論

日本美術史

華道関連講義(美術)

民間芸能論

芸能文化史

保存科学特論

放射化学

放射化学

美術史学

美 術

文明論

日本東洋美術各論

日本の芸術

o

6

`
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して所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図版解説 ・美術関係文献の校刊等を

掲載し,所外研究者の寄稿を受けることもある。A4版,各 号本文40頁,原 色図版

1,単 色図版8で,昭 和54年度刊行分は,次 のとおりである。

美術研究314号

く論 脱〉

新出の金剛証寺蔵紺紙金字荘厳経 江上 綬

金那について

一 来舶画人研究一 鶴田 武良

美術研究315号

く論 説〉

飛鳥仏の誕生 久野 健

伊孚九と李用雲

一 来舶画人研究一 鶴田 武良

く図版解説〉

関根正二筆 死を思ふ日 陰里 鉄郎

美術研究316号

く論 説〉

西導寺蔵掛幅本「法然上人伝絵」について 米倉 迫夫

紀州東照宮の伝徳川家康所用小袖四領

一 紀州東照宮染織品調査報告ニー 田実 栄子

く研究資料〉
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事 業

狩野芳崖の写生帳 下 関 千代

(2)日 本美術年鑑

昭和11年10月 創刊以来,毎 年1月 か ら12月 までの美術界の活動状勢を記録するもの

で,美 術界年史,展 覧会記録,文 献目録,物 故者略歴等を収録し,編 集は専ら第二研

究室があたり,美 術部,情 報資料部研究員の調査執筆による。

日本美術年鑑 昭和54年 版 昭55.3,31発 行

(3)保 存科学

所属研究員による文化財の保存と修復に関する科学的調査,研 究,受 託研究報告等

の論文報告書等である。本年度は第20号 を発行した。

保存科学第20号 昭和56年3月 発行

(1)湿 度調節剤に関する研究(第1報)一 省エネルギーの為の湿度調節剤に

ついて 見城 敏子

② 壁画の材料 ・技法と地下水の上昇に関する研究 三浦 定俊

(3)残 効性ピレスロイ ド剤のScreeningtestペ ル メ トリンのイエシロア リに

対する防蟻効力試験一 薬剤処理杭試験体の2年4ヵ 月経過時の成績一

森 八郎

(4)コ ンクリート壁体のガス透過性(そ の1)新 井英夫 ・森 八郎

(5)軸 装 の昆虫による被害について 森 八郎 ・新井英夫

(6}新 設爆蒸庫について 新井英夫 ・森 八郎

(7}製 紙に関する古代技術の研究 大川昭典 ・増田勝彦

⑧ 瓦の保存 ・修復に関する研究〔1〕一 再使用を目的とした古瓦の強化処

置一 西浦 忠輝

⑨ 瓦の保存 ・修復に関する研究〔1〕一 重文 ・定光寺観音堂の古瓦の保存 ・

修復処置一

coo)合成樹脂による古建築構造材修復の最近の実例

α1)中国出土飽水漆器の保護

働 昭和55年度修復処置概報

.1

西浦 忠輝

樋口 清治

胡 継 高・鶴田武良訳

修復技術部



一

学術講座・会議

2黒 田 清 輝 巡 回 展

黒田清輝の遺作の多 くを所蔵 している本研究所は,黒 田清輝の功績を記念し併せて

地方文化の振興に資するために,昭 和52年 度か らの事業として黒田清輝巡回展を年1

回地方において開催 してきた。

本年度は佐賀市において開催 した。

会 期 昭和55年5月17日 ～昭和55年6月8日

会 場 佐賀県立博物館

主 催 東京国立文化財研究所 ・山形県 ・佐賀県教育委員会 ・佐賀県立博物館

開催日数23日 間

入場者数13,656人

陳列点数 油彩56点,デ ッサ ン50点,写 生帖17点,魯 簡3通,日 記5冊,写 真パ

ネル2,黒 田清輝胸像1点,遺 品2点,記 録写真16枚

目 録A4判 変型104頁,原 色版6頁,単 色版79頁 。

3公 開 学 術 講 座

美 術部 ・情報資料部

日 時 昭和55年12月6日(土)13:30～16:30

会 場 日本経済新聞社小ホール(9階)

講 演(1)観 音彫像 美術部主任研究官 猪川

(2)ベ ゼクリク石窟の壁画 情報資料部文献資料研究室長

上野

芸 能 部

日 時

会 場

テ ー マ

講 演

昭 和56年1月16日(木)18:00-x20:35

虎 ノ門ホール

歌舞伎 女方の技法

(1)女 方 の歴史

② 女方のしぐさ

一61一
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民俗芸能研究室長 羽田 超

演劇研究室長 佐藤 道子



亭 業

爽演と話

4会

(ス ライ ド出演)

③ 「女」の芸

議

保存科学部 ・修復技術部

第10回 文化財保存修復研究協議会

日 時 昭和55年10月22日10:00^-17:00

会 場 本研究所別館会議室

テ ー マ 「漆芸品の保存と修復1」

尾上 菊蔵

芸能部長 三隅 治雄

坂東玉三郎 ・東 恵美子

前年度に引続き同じテーマをかかげて多くの問題をかかえる漆について,更 に深い

検討を行った。今年度は芸大教授西村公朝氏に実演をまじえた奈良時代乾漆技法につ

いて特別講演を行い,大 きな収穫があった。本年も例年のとおり北村文化財鑑査官以

下,記 念物課,美 術工芸課,建 造物課,無 形文化民俗文化課の担当調査官,東 京国立

博物館工芸課,考 古課,東 京芸術大学美術学部,更 に関係機関として奈良国立文化財

研究所,元 興寺文化財研究所,美 術院国宝修理所,文 化財建造物保存技術協会から出

席を1た 。

(発表課題,発 表者)

突際の漆塗装と温度との関係 保存科学部物理研究室長 見城 敏子1.

出土中世漆器の諸問題 修復技術部第一修復技術研究室長 中里 寿克2.

高松塚古墳出土漆棺の化学処置3.

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター 主任研究官 沢田 正昭

延造物修理施工漆塗装に対する今後における問題点4.

㈲日光社寺文化財保存会技師 吉原 昭夫

特別講演 「乾漆像の復元模造について」5.

東京芸術大学美術学部教授 西村 公朝

第9回 文化財保存科学懇談会

日 時 昭和56年2月26日(木)

会 場 本研究所別館会議室
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し

会 議

文化財の保存と修復に関し,保 存科学部,修 復技術部 の調査研究が円滑 に推進さ

れ,文 化財保護事業に効果をもたらすことを目的として,文 化庁文化財保護部文化財

鑑査官,管 理課,記 念物ir',建 造物課,美 術工芸課 の 課長及 び担当技官の出席を得

て,本 年度の両部の特別研究,受 託研究,一 般研究の報告を行い,昭 和56年 度 の両部

の調査計画を説明した。

芸 能 部

文 化 財 の 保 存 及 び 修 復 に 関 す る国 際 研 究 集 会

昭 和52年 に 始 ま った この 集 会 も今年 で 第4回 を迎 えた 。 第3回 ま では 保 存 科 学 部 と

修 復 技 術 部 が担 当 して ぎた が,今 回 は は じめ て 芸能 部が 担 当 し,ア ジ ア にお け る伝統

芸 能 の 保 存 ・伝 承 の 現 状 と,欧 米 に お け る 同様 の状 況 を 比 較 研 究 しつ つ,芸 能 伝 承 の

本 質 的 問題 を 相 互 に 把 握 す べ く「伝 統 芸 能 の保 存 と発 展 」の テ ー マを か か げ て,4日 間

にわ た る研 究 集 会 を企 画 した。

講 演 者 は 組織 委 員 会 に よ り選 定 され,海 外7名,国 内11名 で あ った 。 講 演 は 下 記 の

よ うな5セ ッシ:1ソ に 分 け て行 わ れ た 。 日程 は 次 の とお りで あ る。

名 称 笙4回 文 化 財 の保 存 及 び 修 復 に 関 す る国 際 研 究 集 会 一 伝 統 芸 能 の 保 存 と

発 展 一

(TheFourthInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCaltuvalProperty‐PreservationandDevelopmentof

TheTraditionalPerformingArts‐

日 時 昭 和55年8月6日 ～9日

会 場 国立 社 会 教 育 研 修 所

第1日

(特 別 講 演)

TheComplexityoftheCulturalProcess(文 化 過 程 の複 雑 性)

ウ ェス リア ン大 学D・P・ マ カ レス タ ー

第2日

〔セ ッ シ ョン1日 本 の 民 俗 芸 能 〕

1.MethodofLearningFolkMusicandtheirInfluenceontheMusicitself

-63一
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事 業

一TheCaseofEtchuOwarabushi .(民 俗音 楽 学 習法 の音 楽 へ の影 響一 越 中 お

わ ら節 の場 合)京 都 教 育 大 学 高 見 冨 美 子

2.JapaneseFolkSongPreservationSocieties:TheirHistoryandNature.

(日 本 民 謡 の 伝 承 会 一 保存 会)ミ シ ガ ン大 学D・W・ ヒs‐ ズ

3.AnAncientStyleSonginEnnenofObasama.(小 迫 の延 年 に おけ る古 様

式 歌 謡)宮 城 教 育 大 学 森 田 稔

4.ThePreservationandDevelopmentofthePerformingArtofTsugaru.

(津 軽 地 方 の 芸 能 の 保 存 と発 展)弘 前 大 学 笹 森 建 英

〔セ ッ シ ョンII太 平 洋 周 辺 の 音 楽〕

1.InterrelationshipsbetweenMusicalandSocialChangeinJapaneseand

AustralianAboriginalCulture.(日 本 及 び オ ース トラ リア の土 着 文 化に おけ る

音 楽 と社 会 の変 化 の 間 の 相 互 関係)シ ドニ ー大 学A・ マ レ ッ ト

2.RecentActualSituationofPreservationofTraditionalMusicandSongs

amongOrdinaryPeopleandSocietyofYogyakarta.(ジ ョ クジ ャ カル タの 庶

民 社 会 に お け る伝 統 音 楽 及 び 歌 曲 保 存 の最 近 の 現 状)

イ ン ドネ シ ア音 楽 大 学P・ ス ハ ル ジ ョ

3.Children'sGameSongsinIndonesia.(イ ン ドネ シ アの 子 供 の 遊 び 歌)

東 京 国 立 文化 財研 究所 山 本 宏 子

4.RegionalFolkSongStylesinJapanandSomeParallelsinIndonesian

Songs.(日 本 民 謡 に見 られ る地 域 的 様 式 とイ ン ドネ シア の歌 との 間 の 類似 性)

東 京 国 立 文化 財研 究 所 柿 木 吾 郎

第3日

〔セ ッシ ョン皿 保 存 と発 展 〕

1.ThePresentConditionofThePreservationandStudyofAinuMusic.

(ア イ ヌ音 楽 の保 存 と研 究 の 現 状)北 海道 教育 大 学 谷 本 一 之

2.ConservationandComposition:SomeThoughtsontheMeaningof

Ethnomusicology,(保 存 と作 曲一 民 族 音 楽 保 存 の 意 味 に つ い て の 考 察)

G・W・ ハ ワー ド

3.TraditionalElementsintheCompositionofMiyagiMichio.(宮 城 道雄 の

一64一
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国 際 ・国 内 交 流

作 品に 見 られ る伝 統 的 要 素)武 蔵 野 音 楽大 学 上 参 郷 祐康

4.AnotherWayofPreservingandDevelopingtheTraditionalPerforming

Arts.(伝 統 芸 能 を保 存 ・発 展 させ る も う一 つ の方 法)

国立 音 楽 大 学 柘 植 元 一

5.APreservationandDevelopmentofTraditionalPerformingArtsinThe

Philippines.(フ ィ リピ ンに お け る伝 統 芸 能 の 保存 と発展)

フ ィ リピ ン大 学S・J・ マ セ ダ

〔セ ッ シ ョ ンⅣ 日本 の芸 術音 楽 と楽 器 〕

1,StructureandAcousticalPropertiesofChikuzen・Biwa.(筑 前琵 琶 の構 造 及

び 音 響 特性 九 州芸 術 工 科 大 学 安 藤 由典

2.TheTraditionofGidayu-Bushi‐AStudyofComparativeAnalysisof

OkuriinEhon-Taikoki10Danme,Amagasaki-no・Dan.(義 太 夫 節 の 伝 承 一絵

本 太 功 記十 段 目尼 ケ崎 の段 よ りく オ ク リ〉 の比 較 分 析)宮 崎 大 学 垣 内 幸夫

3,Transmis三 〇nofGagaku‐WaysofTrainingTheGagakuMusicians.(雅 楽

の 伝 承 一 楽 人 の 訓 練 法)桐 朋 音 楽 大 学 増 本 喜 久 子

4.ZeamionJohakyuTheory‐AJapaneseApproachofAudienceExperience.

(序 破 急 理 論 に お け る世 阿 弥 一 聴 衆 の 経 験 に 関 す る 日本 的 ア プ ロー チ)

トロ ン ト大学F・ ホ ップ

5.UrbanMusicinJapaninTheLateSeventeenthCentury:AnApproach

fromMusicalPhilology.(17世 紀 後 半 の 日本 の 市 民 音 楽一 音 楽 文献 学 か らの試 み)

独 協 大 学 平 野 健 次

第4日

〔セ ッ シ ョ ンV総 討議 〕

〈 出席 者 〉

文 化 庁文 化財 保護 部長 ・文 化 財 鑑 査 官 他 文 化 財 保 護 関 係 官 ・東 京 国 立 文 化 財 研 究所

関 係 者,そ の他 芸能 研究 者 等 約100名 。
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事 業

5国 際 ・国内交流

美 術 部

美術部出版物の諸外国研究機関 ・博物館 ・図書館等との交換,外 国研究者との交流

も活発に行われた。

川上浬美術部長は台北 ・中央研究院主催の国際漢学会議に出席し,研 究発表 を行

い,司 会を担当し,故 宮博物院所蔵絵画を調査 した(55.8,13～8.26)。 また米国クリ

ーブラン ド美術館主催の中国画国際研究集会に出席 し,宋 代山水画の部会でバネリス

トを務め,米 国各地美術館所蔵の中国画を調査 した(56.3.21～4.4)。

惰 報資料部

外国の美術史研究者で,当 部の資料を利用して研究を行い,又 研究上の意見を交換

するなど,今 年度も多数の来訪者があった。

久野健情報資料部長は,韓 国に出張し,慶 州南山の石仏及び扶余益山の石仏等の調

査を行った(55.3,28～4.2)。

久野健情報資料部長,江 上綴主任研究官は及び猪川和子主任研究官(美 術部)イ ンド

ネシア共和国に出張 し,ボ ロブ ドールをは じめとする仏教遺跡及び関連遺跡並びに中

央博物館において彫刻資料,文 様資料 の調査を行った(55.5.21^-5.27)。

上野アキ文献資料研究室長,関 口正之写真資料研究室長,江 上綬主任研究官及び柳

沢孝主任研究官(美 術部)は,敦 煙石窟調査のため中華人民共和国に出張 し,5日 間敦

焔壁画の調査研究に当った。帰途蘭州で納霊寺石窟の調査を行うたほか,上 海,蘭 州,

酒泉,敦 熾,蘇 州の各地で博物館を見学 した(55.9.2～9.16)。

久野健情報資料部長,米 倉遽夫研究員及び猪川和子主任研究官(美 術部)は,中 華人

民共和国に出張し,敦 煙莫高窟 ・嫡霊寺石窟等において中国古代美術の調査を行った

(55,10.24ハゾ11.6)。

..
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英 国

中 華 民 国

イン ドネ シア

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

カ

ア

ダ

ソ

珂

ン

リ

ソ

タ

ラ

ス

〃

タ

ラ

ニ

リ

、ニ

ス

イ

オ

パ

鯨

イ タ リ ア

中華人民共和国
〃

〃

中 華 民 国

アメリカ合衆国

招へい研究員

海 外 研 究 者 の 来 訪

所 属

古代記念物研究所

国立台湾大学中文系教授

教育文化省文化総局i

メトロポリタン美術館

サウスキャロライナ州国際研究団一行

スリランカ大学教授

フィレンツェ修復研究所

科学医学博物館

シンド州立博物館長

文化財研究所

〃

ベニス歴史美術品管理局

北京市歴史学会理事

〃 文物商店顧問

中山国王慕文物展覧代表団

台南市政府民政局次長

メトロポリタソ美休∫食官

氏 名

B.ナ イ ト氏

林 文 月氏

H.ス バ デ ィオ氏

B.0.ロ バ ー ツ女 史

J.B.リ ー ウ ェル 氏

他12名

A.ア リヤ シ ンゲ バ氏

U.バ ル デ ィー 二氏

エ リー ・デ ッカ ー女 史

Z.カ ズ ミ氏

張 慶 浩 氏

安 喜 均 氏

A.ミ キ エ レ ッ ト氏

干 悉 氏

対 珂 理 氏

団 長1小 秩 青 氏 他3名

劉 阿 蘇 氏

S.ワ イ ン トラ ウ ブ氏

昭和53年 度より招へい研究員の制度が設け ら矛し国外2名,国 内1名 の研究員に委嘱

され,下 紀のように共同研究が行われた。

1)ア ラン・マレット博士(シ ドニー大学 ・音楽学部講師)

共同 研 究 課題 鎌倉 ・室町期の雅楽原典資料の研究

研 究 代 表 者 芸能部音楽舞踊研究室長 柿木吾郎

委 嘱 期 間 昭和55年7月23日 ～9月12日

2)グ レッグ ・ハワー ド(ダー リン・ダウン大学高等教育研究所音楽科講師)

共同 研 究 課題 尺八音楽の伝承 と現状について

研 究 代 表 者 芸能部音楽舞踊研究室長 柿木吾郎

委 嘱 期 間 昭和55年8月1日 ～9月20日

3)光 谷 拓実(奈 良国立文化財研究所埋蔵文化財センター研究指導部,保 存工学研
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究室 研究員)

共同 研 究 課 題 年輪 ・年代測定法の共同開発及び樹種同定の共同研究

研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 義理

修復技術部長 田辺三郎助

委 嘱 期 間 昭和56年1月23日 ～2月21日

職 員の海外 出張及び研修旅行

①渡航先 ②目的 ③期間 ④旅費の出途

中里 寿克

① 中華人民共和国

② 古代か ら近世にわたる工芸品の調査

●55.5.6^-55.5.22

④ 自 費

久野 健,猪 川和子,江 上 緩

① イン ドネシア共和国

② ボロブ ドールをはじめインドネシアの仏蹟調査

●55.5.21^-55.5.27

④ 自 費

川上 脛

① 台 湾

② 国際漢学会議参加

●55.8.1155.8.25

④ 中央研究院(台 湾)

柳沢 孝,上 野アキ,関 口正之,江 上 繧

① 中華人民共和国

② 敦煙美術の調査研究

●55.9.2.55.9.16

④ 自 費

一68一
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伊藤 延男

① ウィーン(オース トリア)

②IIC第8回 国際会議出席

●55.9.5^-55.9.15

④ 文部省科学振興費,在 外研究員旅費

伊藤 延男

① ユーゴスラビア国

② 第21回 ユネス コ総会出席

Q355.10.6^(55.10.17)55.10.19

④ 文部省

石川 陸郎

① アメリカ合衆国 ・カナダ

② 博物館の展示 ・照明調査

●55.10.23-　 55.11.7

④ 自 費,日 博協補助金

久野 健,猪 川和子,米 倉逼夫.

① 中華人民共和国

② 中国古代美術の調査

●55.10.24^55.11.6

④ 白 費

田辺三郎助

① イタリア ・フランス

② ヴェニス東洋美術館収蔵品修復プuジ ェクト,基 礎調査及びランスのサン・

レミ博物館収蔵,日 本美術品の実情調査

D355.11.1455.12.14

④ 国際交流基金

陰里 鉄郎

① アメリカ合衆国 ・ブラジル ・フランス

② 日系及び在留日本人画家の調査
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④

川上

0

②

0

④

業

56.2.11-r56.2.15

三 重 県

淫

ア メ リカ合 衆 国

中 国 画国 際 研 究 集会 参 加 及 び 米 国 博 物 館所 蔵 中 国画 調査

56.3.21-r56.4.4

ク リー ブ ラ ン ド美 術 館(ア メ リカ合衆 国)

轟

■
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V研 究施設 ・設備

1蔵 書

美術部 ・情報資料部

日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわた る研究書を中心

に,関 連図霞,各 種叢癬,辞 典類など和漢書(31,866),洋 雷(3,807)計35,673冊 のほ

か,各 都道府県市町村教育委員会編集 の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要類,

売立目録,展 覧会目録などを所蔵 し,部 内外及び研究所外の研究者の利用に供してい

る。

芸 能 部

雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能

の研究に必要な図書5,408冊 を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・

テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅と伝

説等の雑誌,丸 本 ・脳本等の台本 も収集している。

保存科学部 ・修復技術部

古来の伝統的生産及び工芸技術書,技 術史,又 は数少ないそれ らの科学的究明を試

みたもの,修 理工事報告書,及 び化学 ・物理 ・生物学部門の保存科学に関連ある和洋

書を合わせて2,236冊 を所蔵 している。

昭和53・54・55年 度の新蔵書数は次のとおりである。

区 分

美 術 部情報 資料 部 芸 能 部 保存科学部
修復技術部

和漢副 洋 書 和囎1洋 書 和漢副 洋 書
十
q
u
a

昭和53年 度lg82冊179冊1346冊15冊196冊136冊11,544冊

昭 和54年 度8・9〃144〃15・5〃16〃153〃136〃11,453〃

昭 和55年 度[3483〃153〃1844〃118〃1・9〃12・ 〃14,437〃
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研究施設 ・設備

2当 所 出版物

美 術 部

(1)美 術 研 究

昭和7年 より同55年3月 までに通算313号 を刊行 した。

」

② 日本美術年鑑

昭和11年 創刊。毎年1冊(た だし昭和19～21,同22～26,

し,昭 和55年3月 までに36冊 を刊行 した。

同49-x50年 は各合冊)出版

(3)そ の他の出版物

支那古版図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗墓張萱揚練図

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

能恵法師絵詞

宮素然筆明妃出塞図巻

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

近代日本美術資料

近代日本美術資料

一72

(美術研究資料第1輯)

(美術研究資料第2輯)

(美術研究資料第3輯)

(美術研究資料第4輯)

(美術研究資料第5輯)

(美術研究資料第6輯)

(美術研究資料第7輯)

(美術研究資料第8輯)

(美術研究資料第9輯)

(美術研究資料第10輯)

(美術研究資料第11輯)

第1輯

第2輯

第3輯

第4輯

第5輯

第1輯

第2輯

昭和7

昭和9

昭和10

昭和11

昭和12

昭和13

昭 和14

昭 和14

昭 和15

昭和16

昭 和16

昭和13

昭和14

昭和15

昭和16

昭和17

昭和23

昭和24



φ

近代日本美術資料

墨跡資料集 ・

墨跡資料集

墨跡資料集

源氏物語絵巻

黒田清輝素描集

栄山寺八角堂

栄山寺八角堂の研究

法隆寺金堂建築及び壁画の文様研究

黒田清輝作品集

高雄曼茶羅

明治美術基礎資料集

東洋美術文献目録

東洋美術文献目録続編

東洋古美術文献目録

美術研究索引

美術研究総目録

東洋美術文献目録

日本東洋古美術文献目録

明治以降昭和10年 まで

昭和11年 ～同20年

昭和21年 ～同25年

第1号 ～第100号

第1号 ～第230号

明治以降昭和10年 まで(再 刊)

昭和11年 僧同40年

出 版 物

第3輯 昭和26

第1輯 昭和24

第2輯 昭和24

第3輯 昭和26

昭和24

昭和24

昭和25

昭和26

昭和28

昭和29

昭和41

昭和50

昭和16

昭和23

昭和29

昭和16

昭和90

昭和42

昭和44

ほかに科学研究費補助金(研究成果刊行費)の交付を受け,又 は本研究所の監修で

刊行された図書は次のとおりである。

光学的方法による古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編

梁楷

醍醐寺五重塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

美術研究所編

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

隈元謙次郎著

吉川弘文館

便利堂

吉川弘文館

吉川弘文館

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

昭和30

昭和32

昭和34

昭和39

昭和39

昭和41
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研究施設 ・設備

秋山 光和扇面法華経
柳沢 孝著 鹿島出版会
鈴木 敬三 ・

金字宝塔曼陀羅 宮 次男著 吉川弘文館

芸 能 部

標準日本舞踊譜

音盤目錬1

菰能の科学1一 芸能資料集1一 四世鶴屋南北作者年表

芸能の科学2一 芸能資料集2一 鮫の神楽台本集成

音盤目録II

東大寺修二会 観音悔過(お水取 り)

東京国立文化財研究所芸能部監修 ビクターレコード

芸能の科学3一 芸能論考1

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学4一 芸能資料集皿

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

婆能の科学5一 芸能論考II

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学6一 芸能調査録Ir東 大寺修二会の構成と所作」(上)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学7一 芸能調査録∬「東大寺修二会の構成と所作」(中)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学8一 芸能論考皿

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

芸能の科学9一 芸能論考Ⅳ

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

音盤目録皿

芸能の科学10一 芸能論考V

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

一?4一
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昭和47

昭和50

昭和35

昭和40

昭和41

昭和41

昭和45

昭和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和50

昭和52

昭和52

昭和53

昭和53

昭和54

1

●

o

-
　



出 版 物

一
●

ド

芸能の科学11一 芸能論考VI

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ霰房 昭和55

保 存科学部(受 託研究報告)

(1》 保存科学

昭和39年3月 創刊になる保存科学部 ・修復技術部の機関誌で,年1回 の刊行により

昭和55年3月 迄に19号 を刊行した。

(2)重 要文化財円成寺本堂内陳彩色剥落どめ他18件 昭和35～ 昭和42

修復技術部

表具の科学(特別研究 ・軸装等の保存及び修復技術に関する科学的研究報告書)

昭和53

3資 料

美術部 ・惰報資料部

実物よりの直接撮影による写真を含む写真資料の作成整理と,購 入写真,複 写写真

による補足整備に加えて,印 刷物中の図版を もおさめるとい う方式で,当 研究所設立

当初より一貫 して力を注いできた写真資料を有する。それ らは日本 ・東洋古美術,日

本近代 ・現代美術・西洋美術の全域にわたり,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建

築等の諸部門に及ぶ。特別大型のものか ら小型のものまで総数凡そ24万 点,原 板保有

量はほぼ3分 の1に あたり,別 にマイクロ・フィルム250巻 がある。写真資料のほか,

拓本・作家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラ

ップ等 と,図 書カー ド,図 版カー ド,各 種索引類など多数。

3

芸 能 部

レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ・16ミ リシネを含む)等 による芸能資料を多数

そなえている。レコー ドには,毎 年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコー ド

のほか,昭 和35年 度文部省機関研究r`よ って購 入 した安原 コレクションレコー ド

5・450枚 が含まれている。 安原コレクシ ョソは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発
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研究施設 ・設備

売された各種邦楽 レコー ドを網羅したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知る

上で貴重な資料である。録音テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺

院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録 してきたもので,奏 演法の解析を中

心とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写真等 も含んでいる。種別による所

蔵数は次のとお りである。

区 分

昭 和53年 度
まで の 累 計

昭 和54年 度

昭 和55年 度

計

レ コ ー ド

6,323枚

71〃

97〃

6,394〃

録音テープ

2,206本

60〃

70〃

2,266〃

シ 不 フ イ ル ム

8m/m 6m/m

198本

0〃

0〃

198〃

3本

0〃

0〃

3〃

写 真

多 数

〃

〃

〃

4機 器 ・設備

美 術部 ・情報資料部

機 器

1.X線 透過撮影装置

(1)可 搬 式ソフテックス装置(J型)

② 可搬式ソフテックス装置(新J型)

㈲ 式携帯用 ソフテックス装置(E型)

2.紫 外線照射装置

(1)可 搬 式照射装置(フ ィリップス紫外線ランプ及び専用 トランス)

② 携帯用紫外線検査器

3.顕 微鏡装置

〔1)双 眼実体顕微鏡及び写真装置

② 新型双眼実体顕微鏡及びカラー顕微鏡写真同時撮影装置(可 動支持台
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6

資料 ・機器 ・設備

及び携帯用スタソド)

式検査顕微鏡用側視鏡ユニット・モノフォト装置1式

(4)比 較顕微鏡III型1式

4.マ イクロ写真関係設備

(1}マ イ クロ写真撮影装置(付 自動現像機,プ リソター,引 伸機 ・乾燥機等)

1式

② ポータブル ・マイクロ写真撮影装置1式 A
(3)マ イ ク ロ閲 読 機(ル ー モ社 製)3台

(4)リ ー ダ ー ブ リソ タ ー1台

5.デ アス コー プ(視 聴 覚 教 育 装 置)1台

6.カ メ ラ類

(1}リ ンホ フ カ ル ダ ン1台

② リンホ フ テ ヒニ カ3台

(3)コ メ ッ ト ・ス トロtCP-1200DX1台

(4)工 業 用 フ ァイ バ ー ス コ ー プ1式

7.引 伸 機

(1》 オ メ ガ(4×5)2台

(2)フ ジA6901台

(3)フ ジS691台

8.複 写 台

(1)コ ピ ー ス タ ン ド(1300)1台

(2》 ス ラ イ ドコ ピ アMD4001台

9.乾 燥 機FCオ ー ト(全 紙)1台

10.ド ライ マ ウ ン ト シ ール コマ ー シ ャル210M1台

ドライマ ウ ソ ト シ ー ル コマ ー シ ャル701台

11.マ ルチ カ ー ドセ レ ク ター(HAC841S型)1式

12.複 写 機z一 ビ ッ クス800S1台

13.製 本 機

(1)サ ーマ パ イ ン ドT2201台
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研究施設 ・設備

② ホ リゾン

芸 能 部

機 器

1.分 析 機 器

(1)ピ ッチ レ コー ダー

② メ ロ グ ラ フBT型

2.オ ーデ ィオ 関 係 機 器

(1》 レコー ドプ レー ヤ ー

② テ レ ビ

③ テ ー ブ レ コー ダ ー

(4)ビ デ オ テ ー プ レ コー ダ ー

(5)ス テ レオ音 声 調 整 卓

(6)ス ピー カ ー

(7)テ ー プ ダ ビン グ シ ス テ ム

⑧ 屋 外 取 材 用 音 声 機 器 シス テ ム

3.撮 影 ・影 写 機 器

(1)16m/m撮 影 機

(2)16m/m影 写 機

(3)8m/m撮 影 機

(4)8m/m影 写 機

(5)35m/m写 真 機

(6)35m/mマ イ ク ロ フ ィル ム解 読 装 置

(7)16m/mマ イ ク ロ フ ィル ム解 読 ・複写 装 置

(8)16m/mマ イ ク ロ写 真 機

(9)16m/mシ ネ フ ィル ム分 析 装 置

α① リー ダ ー ・プ リン タ ー

4.照 明 器 具

(1)ス タ ジオ 用 照 明 器 具
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機器 ・設備

保存科学部 ・修復技術部

機 器

(1)サ ンシャインウェザーメータ1(劣 化促進試験機)

② 万能試験機(島 津,オ ー トグラフ型,イ ンス トロン,10ト ソ)

㈲ 回折格子光照射器

(4}紙 耐揉強度試験機

(5)衝 撃試験機(シ ャルピー,ア イゾット兼用)

(6)紙 耐折試験機(MIT)

(7)凍 結融解試験機(コ イ トトロンHNL-T特 殊型)

(8)シ ュ ミットハンマー(圧縮強度測定用)

2.顕 微鏡装置

(1}金 属顕微鏡

(2)生 物顕微鏡

㈲ 表面アラサ顕微鏡

(4)万 能顕微鏡

(5)走 査 型電子顕微鏡(JSM-50A型)

3,分 析 装 置

(1)ガ ス クロマ トグラフ(ガ ス分析,水 素イオン化検出器 ・熱伝導検出器 ・

熱分解装置付)

(2)ポ ー ターガスアナライザー(MIRAN-1型)

③ 回折格子自記赤外分光光度計

(4)〃 赤外顕微鏡

(5)自 動記録式示差熱天秤

(6}炭 素 ・水素 ・窒素分析計

(7)光 電分光光度計(自 記)

(8)螢 光X線 分析装置(標 準型及び非破壊用大型試料台つき)

⑨ 可搬式螢光線分析装置(現 場可搬用)

α①X線 回折装置及びデパイシェラーカメラ,ラ ウエカメラ(結 晶同定)

ω 発光分光分析装置型(MI)(型 高圧整流スパーク,直 流アーク)
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研究施設 ・設備

働 質量分析計(JMB-05RA単 収束型)

(13)X線 マイクロアナライザー-SDS-269(ISM-50A附 属)

ω 原子吸光分析装置(マ イクロコンピュータ付)

(15}プ ラズマリアクターPR-151

4,非 破壊検査装置

(1}工 業用X線 発生装置(60KVP,4mA)

(2)工 業用X線 発生装置(200KVP,8mA)

{3》Co-60γ 線線源(透 視用3c及 び0.2c)

(4)赤 外線TVカ メラ装置

(5)超 音波探傷器UFD-201型

(6}超 音波式 コンクリー ト試験器

(7》 〃 厚み測定器

(8)シ ングアラウンド式音速測定装置UVM-2

5.物 性 測定機

(1)粒 度分布測定装置

② 熱膨張計

(3)レ オ メーター(粘性試験用)

(4)直 読式動的粘弾性測定器

(5)真 空蒸着装置(表 面薄膜形成用)

(6)傭 振 邊機(標 準フルイ付)

(7}明 石 ロックウエル硬度計ARK-B

㈲ ゴニオメーター(接触角測定機)

(9)ゼ ー ター電位測定装置

α①PHメ ーター

(11》透 水試験機

働 表面張力測定機

⑬ 万能デジタル計測システム(ユ ーカム8)

6.照 明及び温湿度装置

(1》 自記分光放射計(光 源の分光測定)
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〉

② ライ トガイ ドカラーメーター(色 彩測定)

(31恒 温恒湿槽(0°C～40°C20～90%)

(4)風 速計(熱 式)AMO1

(5}サ ーモダック皿

(6)恒 温恒湿槽(-30°c～80°c,5～95%)

7.殺 虫殺菌装置

(1)滅 菌装置

(2)滅 圧殺虫装置

(3)ガ ス滅菌装置GS-15特 型

8.菌 種保存用装置

(1》 超低温槽(-50°C)

(2}冷 却遠心機(一 ゜C～5°C)

9.環 境 汚染測定装置

に)粉 塵計(記 録装置付)

10.修 復処置装置

(1}真 空凍結乾燥装置

② 減圧含浸装置

(3)エ ヤ ブラッシュ装置

(4)合 成樹脂圧入装置

⑤ 水浸木材用含浸装置

(6)熱 風恒温乾燥機

(7)装 潰用備品

⑧ 万能木工機

⑨ 漉 嵌 機

研究施設 ・設備
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5黒 田記念室

黒田記念室は,本 研究所の創立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念するた

めに設けられた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵している。

創立当時主として黒田家から寄贈されたものは,油 絵125点,素 描170点'写 生帳等
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機器 ・設備

であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等からの寄贈が加わった。収蔵

品の主なるものは,「知感情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・「温室

花壇」等である。

観覧の日時は毎週木曜 日午後1時 か ら同4時 までとし,観 覧を停止する日は左の通

りとする。

祝 日

開所記念 日)10月18日)

年末年始(7月21日 か ら翌年1月6日 まで)

夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)

本研究所において必要があるときは,前 条の日時を随時変更することがある。ただ

し,こ の場合は予め掲示する。

昭和52年 度より,黒 田清輝作品の地方巡回展を行い,本 年度は佐賀県立博物館で開

催 した。
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6閲 覧 室

本研究所情報資料部資料室の図書及び研究資料は主 として研究者 ・学者 ・美術関係

専攻の学生等に公開 している。年間の閲覧者数は,延1,000名 程度である。
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